
「はい、友達です」

「唯の友達ですか？」

「はい、そうです」

「亜希子があなたのことを好いているようですが」

「はい、奥様からも伺いました」

「あなたは亜希子のことをどう思っているのですか？」

「僕も亜希子さんのことは好きです、人間として」

「好きということは、一緒に居たいということですか？」

「それはどういう意味でしょうか？」

「つまり、将来は結婚したいと思っているかということだが」

「僕は、今は誰とも結婚する意思はありません。これからどう変わるか

分かりませんが」

「もし、亜希子がどうしてもあなたと結婚したいと言ったら、どうする

つもりですか？」

「亜希子さんは僕を理想化して見ていると思うのです。僕はそんな理想

的な人間ではありません」

「どういう点で理想的でないと言うのかね」

「以前、亜希子さんは僕と一緒に世界の苦しんでいる人々を助けること

に一生を捧げたいと仰っていました。でも、僕にはそんな高邁な思想は

ありませんし、亜希子さんの様な純粋な方に相応しい人間だとも思いま

せん」

「それでは、亜希子のことは一人の女性としてしか見ていないというこ

とかね」

「いいえ、この上ない友達です。亜希子さんと居ると、絶対守ってやり

たいという思いが生じてきます」

「直接的な話で済まないが、亜希子とはどこまで進んでいるんだね」

「時々亜希子さんが何かに怯えているようなときなどに、手を繋いで歩

くことがあります」

「それだけかね」

「はい、それだけです」
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「あなたは、亜希子と一緒に山陰に旅行に行っただろう？」

「はい、行きました」

「何をしに行ったんだね」

「失踪事件の調査をするために行きました」

藤代は詳細の質問はしなかった。

「亜希子もそのために出掛けたのかね」

「いいえ、亜希子さんは僕の調査を助けてくださったのです」

「それは、どうしてだと思うね」

「亜希子さんは僕と一緒に行動したいと思っているようです」

「君もそれを受け入れているわけだ」

「はい」

「君は女性のそのような行動に、責任を取る用意があるのかね」

ここで賢はしばし応えに窮した。

「責任と仰いますと、どのような事でしょうか？」

「つまり、男と女が必然的に陥る道だよ」

「そんなことにはならないと思いますが、万が一そのような結果になっ

てしまったら、障害となるあらゆる状況を排して亜希子さんと共に生き

ます」

ふたりは箸を止めて話し込んでしまった。藤代は緊張を和らげるかのよ

うに少しほほえんだ。

「やあ、済みませんでした。娘の事が心配で、つい追求するような話し

方になってしまって」

「いいえ、僕は感謝しております。こんな風にお話をさせて頂いて、と

ても嬉しく思います」

「さあ、料理が冷めてしまったかも知れないけど、箸を進めてください」

「ありがとうございます」

「個人的なことを聞いてもいいですか？」

「はい」

「ご両親は？」

「いま、アメリカに住んでいます」
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「アメリカのどこですか？」

「フェニックスです」

「あそこは暑いですね」

「はい」

「大学はどちらを？」

「フェニックス大学理学部を卒業しました」

「今は、何の仕事をしているんですか？」

「つい２週前まではＷＥＣ社に勤めていましたが、今は退社して仕事は

しておりません」

「起業でもするつもりですか？」

「今はまだ、はっきりした意志を持っていません。いずれはそうなるか

も知れません」

「では、どうして会社を辞めたのですか？」

「どうしてもやりたいことがありましたので、思い切って辞めました」

「それはどんなことですか？差し支えなければ教えて頂けますか？」

「一寸説明しにくいのですが、時空間に関する疑問を解こうと思いまし

て、最近の失踪事件を調査するために辞めました」

「この間の山陰の旅行もそれが目的だったんだね」

「はい。それから、昨日まで花巻に行っていました」

藤代は黙って頷いた。亜希子が花巻に行ったことについては触れなかっ

た。藤代はビール瓶を手にして

「どうですか？」

と言った。賢は

「ありがとうございます」

と言って受けた。

「亜希子が君たちの住んでいる住まいの近くに住みたいと言っている

が、知っているかね？」

「はい、奥様から伺いました」

「よろしく頼むよ」

「はい、わたくしたちの方こそよろしくお願い致します」
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食事が済むと、藤代は賢を送ると言った。賢は恐縮して辞退したが、賢

達の住んでいる地域を見てみたいと言うので、お礼を言って藤代の申し

出に甘んじた。運転手が黒のサクセスを笹亭の入り口に着けていた。ふ

たりは後部座席に座った。藤代は運転手に、賢の家に寄るように言った。

賢が自分の住所を言うと、ナビゲーションシステムが住所を繰り返して

応答した。賢は音声認識のあるナビゲーションシステムだと思った。藤

代が

「そろそろ夏も終わりだな」

と独り言のように言った。

「亜希子を助けてくれてありがとう」

「えっ」

「七年前のことだ」

「あっ、いいえ、当然のことをしたまでです」

運転手は賢のアパートの前で車を止めた。

「きょうは、ありがとうございました」

そう言って賢は車から降り、車が見えなくなるまで見送った。賢が部屋

に入ったのは九時半を少し回った頃だった。賢は窓を開放してから、シ

ャワーを浴びた。そのままになっていたスーツケースから２冊のノート

と数馬、亮子へのみやげを取り出して、書棚に置いてから衣類を取り出

すと洗濯機に投げ込んだ。夜洗濯をすると一階の部屋から苦情がくる。

いつも、溜まった洗濯物を朝洗濯している。記録ノートを書棚から手に

取りぱらぱらと開いてみた。花巻の記録のページにはゆきの家のことに

ついて多く書いてある。「ゆきの家はどこか別の世界への入り口のよう

だ」という一節が目に留まった。初めてゆきの家を訪れた時の印象だ。

縁側から部屋の奥を見ると暗く、それでいて陰湿でない世界に繋がって

いるように見えた。そこから子供達があの不思議なボールを持って飛び

出して来たのだ。ゆきが現れるのもあの奥の部屋からだった。奥の部屋

が台所に通じているのは確かだが、そのような印象は受けなかった。「あ

そこにはまだ野岸孝子が居ると感じる」と書いてある。賢は自分の仮説

がいずれは確認できると感じた。ただ、今はその時期でないことも分か
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る。あまりに危険だからだ。竜巻の起きたとき、ガラスの中に石がめり

込むことがある。それもガラスが割れず、石とガラスが重なったところ

で溶解して一体になったような形になる。この現象は力の作用によるも

のだと考える学者が多い。第２次世界大戦中に米国のフィラデルフィア

で行われた実験の話も聞いたことがある。強い電磁気を掛けると駆逐艦

が消滅し、２５００ｋｍ離れたノーフォークまでテレポートした。乗船

していた水夫が消えたり現れたりする症状に悩まされたり、壁の中に身

体がめり込んで出てこれなくなった水夫もいたと聞く。こんな形で野岸

孝子が戻って来ることは許されない。中国の医師のグループが人の内臓

に出来た腫瘍に意志を作用させて、消し去ったという話も聞いたことが

ある。実際、亮子の筋腫も自分と祐子の集中した意志の作用で消滅した

ようにも思える。障害物を消すときには利用できるかもしれないが、し

かし、その消えた腫瘍の行方が分からない。これは今の野岸孝子達の状

況と同じだ。亜希子のテレポーテーションは量子科学で確認された実験

結果で説明できる。量子の世界では原子が一カ所に二つ重畳して存在で

きる二重存在性や、一つの存在が同時に二箇所に存在できることも確認

されている。現象としての事実はある。しかし、亜希子は３日間所在が

分からなかった。これがはっきりするまでは、下手に意識を作用させる

と危険である。賢はこれらの現象を数学的に証明できれば、この消滅事

件が解決できると思った。この現象を解く鍵は複素時空間にあると賢は

考えている。宇宙の９０パーセントが分かっていない。宇宙科学者がダ

ークマターなどと呼んでいるブラックホールの存在も推定されている。

そうであればホワイトホールは何処にあるのか？それは一体何なの

か？人間のＤＮＡの九十パーセント以上が使われていない。ＤＮＡに光

を当てるとその形が空間に記憶され、転写できる状態になる。これらの

バラバラな現象を一本の線で繋ぎたいと思った。フォログラフィックな

宇宙を想定する科学者が最近多くなってきたが、それも３次元現象的な

意味合いが強い。科学者達があまりに現象世界に捕らわれ過ぎているか

ら、現在の科学ではクローンすらまともに作れない。現在の科学が解明

できていない様々な事象が、賢の頭の中を駈け巡った。
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賢はふと数馬が話していた原智明の事を思い出した。原智明の研究会が

発足したと数馬は言っていた。天才肌だった原智明という男について、

数馬に聞いてみようと思った。賢が電話をすると、数馬は喜んだ。数馬

のエネルギッシュな声を聞くのは久し振りだった。明日全員集まろうと

いうことになった。賢が祐子と亜希子に、数馬が亮子に連絡することに

なった。先ず亜希子に連絡した。祐子とは長くなると思ったからだ。亜

希子のスマホは呼び出し音が５回鳴って不在メッセージが応答した。賢

は「もし来れたら来るように」とメッセージを残した。祐子は直ぐに電

話に出た。

「電話、待っていたわ。さっき電話したのよ。でも居なかったから心配

してたのよ」

祐子の明るい声が聞こえてくる。

「祐子、明日みんなで会おうってことになったけど、１１時にあのレス

トランに来れるか？」

「うん、大丈夫。全員集まるの？」

「そうだ。亮子さんには数馬が連絡する。亜希子さんには伝言を残した

よ。ところで、今日亜希子さんのご両親に会ったんだ。ご両親が心配し

ていらして、いろいろ質問されたよ」

「そうなの。亜希子さんが居なくなったんだから、ご両親が心配するの

は当然よね」

祐子が意外に冷静なのに賢はほっとした。

「今日はね、あなたに頂いた色紙に久しぶりに絵を描いているの。出来

たら明日見せるわね」

「うん、楽しみだな。じゃあ、明日」

「お休みなさい」

次の日は土曜日で休日だった。もっとも賢と亜希子には休日という感覚

はない。賢は数馬と亮子へのみやげを手にすると、少し早めに出掛けた。

レストランに着いたのは十時二十五分だった。賢は窓際の円形テーブル

を選んで座った。すぐに祐子が入り口から姿を現し、手を振った。

「早いじゃないか」
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「あなたが早く来るような気がしたの」

祐子は賢の隣に座ると、耳元で

「あなた、描けたわよ」

と囁いた。天橋立の絵だった。下地の和紙の不均一な紙面に、水彩絵の

具の重ね塗りで霞を懸ける手法で描かれている。右側の手前に小さく肩

を寄せ合った男女の後ろ姿が、景色の中に溶け込むように描き込まれて

いた。郷愁を感じさせる絵だった。

「これはあなたと私よ」

祐子が言った。賢は感慨を持って色紙を見つめていた。ウエイトレスが

水のグラスを二つ持って来た。ふたりは少し待つように頼んだ。

「今日、亜希子さん来るかしら」

「さあ、どうかな。亜希子さん、この近くに越して来るかも知れないぞ。

今日はアパート探しで忙しいかも知れないな」

「ほんと？」

「多分ね」

「なぜ、ここに来るのかしら？自分の家があるのに」

「一人で生活してみたいようだよ。だけどやはり知り合いの居る場所が

いいんじゃないかな？」

賢は亜希子が自分の近くに来たがっていることは話さなかった。祐子の

明るかった顔が少し硬いイメージに変化した。その時亮子が入り口の扉

を開けた。亮子も手を振ってから賢達のテーブルに来て、祐子の横に腰

掛けた。前回会ったときよりずっと生き生きした感じがする。

「きのう数馬さんから電話を頂いたわ。みんなが集まるなんて、なんか

久し振りのような気がするわ」

賢が言った。

「亮子、元気そうだね。身体の方はもう大丈夫？」

「ええ、おかげさまでもうすっかり良くなったわ。みんなに心配懸けち

ゃって」

「本当によかったわ」

祐子も嬉しそうに微笑んだ。丁度十一時に数馬がやって来た。
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「やあ、みんな早いじゃないか。元気か？今日は亜希子さんも来るの

か？」

「いや、一寸分からないな。留守電にメッセージを入れといたけどな。

今もう一度電話してみるよ」

賢は二つの紙袋を取り出し、数馬と亮子にみやげだと言って渡した。ふ

たり同時に

「ありがとう」

と言った。音程の異なった同じ言葉がハーモニーを作り出して、美しく

響いた。賢と祐子は思わず顔を見合わせて微笑んだ。賢は席を立って入

り口の脇に設置されている公衆電話で亜希子のスマホに電話を掛けた。

亜希子が出た。

「わたくし、いまアパートの契約の為に母と一緒に不動産屋さんに来て

いるのです。多分あと一時間くらいしたらそちらに行けると思います」

「アパートは決まったの？」

「はい、賢さんのアパートの斜め向かいにあるアパートです」

「そう、それはよかった。じゃ、後でな」

賢は自分のアパートの近くには１８階建てのマンションしかないはず

だと思ったが、それは亜希子が来てから聞こうと思った。電話を切って

席に戻ると、ウエイトレスが注文を取っていた。賢は席に戻ると、

「おれはアイスコーヒー」

と言った。皆きょとんとした顔をした。

「もう１１時を過ぎているから、ランチを頼もうってことになったんだ

けどな」

「そうか、じゃ俺は日替わりランチ」

祐子が言った。

「メニュー、見なくてもいいの？」

「うん」

「承知致しました。日替わりランチを四つでございますね」

「はい、お願いします」

数馬が応えた。
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「なんだ、みんなも日替わりランチじゃないか」

「でも、みんなはメニューを見たのよ。今日はおいしそうよ。賢くん運

がいいわ」

祐子が流し目で賢を見ながら冷やかした。数馬が全員を見回して言っ

た。

「最近集まる機会が無かったから近況から報告しようか？」

「うん、それがいいな。じゃぁ初めに数馬、おまえから話せよ」

「分かった。俺はここのところ、例の鹿児島のベンチャーとの契約で忙

しかった。それも今週一杯でやっと片付くんだ。相手が契約書の作成方

法に附いてよく分かっていなかったから、結構手子摺ったよ。でももう

終わった。例の原智明研究会だけど、東京の目黒に事務所が出来たんだ。

俺も一度行ってみたけど、一寸難しい話が多くて附いてゆけなかった

な。まだメンバーは五人しかいないんだけど、鹿児島と違って、事務所

はメンバーの中の勾島という大学助教授の自室を使っているんだ。君た

ちも一度行ってみるといいよ。土曜に定例ミーティングがあるらしい

な。賢なら彼らの話が分かるかも知れないぜ」

そう言うと数馬はテーブルのナプキンを取り、その上にボールペンでゆ

っくり勾島助教授の電話番号を書いて賢に渡した。

「どんな話をしているんだ」

「先週の土曜日に行った時は、人間のＤＮＡの話をしていたな。原君の

話によると、人間のＤＮＡはこの世界に関与できるとの事だよ。簡単に

言うと、つまり自分のＤＮＡの情報を使って周りの世界を変えることが

できるってことのようだ。勾島助教授は何でも、「光が関係しているら

しい」って言っていた。俺には何のことだかよく分からなかったけどな」

「この世界がフォログラフィックな写像の世界だと仮定すると、その元

となる像はどこにあるのか、誰が作ったのかということになる。どうや

ら、それを解く鍵がＤＮＡの中にあるようだな。海の老人が言っていた

人間は光しか見ていないという言葉が浮かんでくるな」
．．．．．．．．．．．

その時祐子が口を挟んだ。

「わたしもロシアのポプキンスの最新情報を雑誌で読んだことがある
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わ。ＤＮＡの幽霊現象の研究が行われているって。ＤＮＡに強い光を当

てると、ＤＮＡが独自の光の情報を作り出すって書いてあったわ。それ

でＤＮＡを取り除いても、その光の情報だけが残るようだわよ。よく分

からなかったけど」

「その残った光の情報も一種のフォログラフィックな写像、つまりフォ

ログラムだと思うよ」

賢の言葉を聞くと、数馬が軽く頷いて再び話を戻した。

「途中から話が横道に逸れちゃったけど、俺の最近の情報はそんなとこ

ろだな。賢はどうなんだ？」

賢は花巻での出来事を話した。特に野岸孝子の失踪と、ゆき、太郎、信

次の話を中心に説明した。亜希子の事には触れなかった。祐子は賢が亜

希子の事に触れないことに少し苛立ちを覚えた。次に亮子が近況を説明

した。

「みんなに心配掛けちゃいましたけど、わたくしの子宮筋腫は完全に無

くなりました。先生も不思議がっていました。近頃は生活にも張りが出

てきて、体重も元に戻ってきました。再発を懸念して激しい運動は避け

ています。最近は韓国映画に凝っています。今度誰か一緒に見に行きま

せんか？」

祐子が頷いた。

「俺も韓国映画が好きだな。特に女優がきれいだ。衣装もいろいろ凝っ

ているし。今度連れてってもらおうかな」

そう数馬が言うと、亮子は

「数馬さん、忙しいから、時間が出来たら連絡ください。わたくしが案

内します」

と言って一寸恥ずかしそうにした。祐子が

「さて、今度はわたしね」

と言った時、ドアが開いて、亜希子が入って来た。亜希子はドアの所で、

四人に向って頭を下げた。席に近付くと

「遅くなってごめんなさい」

と言った。
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数馬と亮子が席を詰めたので、亜希子は亮子の隣に座った。座った時、

亜希子は賢の方を見て会釈した。少なくとも賢にはそう思えた。しかし、

他のものにはそれとは分からないほど微妙な会釈だった。祐子が言っ

た。

「亜希子さん、お食事は？」

「わたくし、まだ食事は頂いておりません」

その時ウエイトレスが二人分の食事を持って来て賢と祐子の前に盆を

置いた。祐子が言った。

「亜希子さんも注文するといいわ」

ウエイトレスは亜希子に会釈をした。

「亜希子さん、いらっしゃいませ」

「わたくしも、皆様と一緒の食事を頂きたいのですが」

ウエイトレスは頷いた。少ししてウエイトレスは更に二人分の食事を持

って来て、数馬と亮子の前に置いた。四人が食事に手を付けずにいるの

を見て亜希子が遠慮がちに言った。

「どうぞ、お先にお召し上がりになってください」

四人は食事を始めた。ほんの一分ほどで、ウエイトレスは亜希子の定食

を運んで来た。あまりの早さに他の客の分を廻して来たのは明らかだっ

た。亜希子はウエイトレスに会釈してお礼を言った。亜希子も食事を始

めた。祐子が近況を話し始めた。

「山陰から帰ってからは特に大きな出来事は無かったわ。変わったこと

と言えば、賢くんと一緒に新宿のＶＥＡＳ館に行ったことかしら。あそ

こはいろいろな仮想体験ができるのよ。そう、亜希子さんも島根にある

ＶＥＡＳ館に行ったのよね。数馬さんと亮子も行ってみると面白いわ

よ。物の見方が変わるわ」

賢がフォローした。

「そう、あそこは自分が存在していることを意識できる絶好の場所だな。

なかなか面白いぜ」

数馬が言った。

「そうか、行ってないのは俺と亮子さんだけか。亮子さん、今度一緒に
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行ってみようか？」

亮子は「ええ」とかわいらしい声で、少し恥ずかしげに応えた。顔が紅

潮してくるのがはっきり分かった。賢と祐子はふたりの関係を隠し通し

た。五人は食事をしながら話を続けた。祐子が亜希子の方を見て言った。

「次は亜希子さんの番ね。近況を報告してね」

亜希子は自分の最近の状況が尋常でないことを意識していた。少し目を

伏せて「はい」と応えた。

「亜希子さん、皆に話せることだけでいいぞ」

賢が助け船を出した。

「はい、わたくし今度皆様のお住まいの近くに引っ越して来ることにな

りました。よろしくお願い致します。明日からはこちらで生活します」

そう言うと亜希子は四人に自分の住所を書いたメモ用紙を１枚づつ渡

した。それを見ると、数馬が

「俺たちのアパートの前だな。ということはあそこのマンションか。亜

希子さん、あの１８階建てのマンションに引っ越したの？」

「はい、両親がセキュリティの事をとても気にしまして、それにこの近

くでは丁度いい空き部屋があそこにしか見つからなくて・・・」

賢が言った。

「亜希子さん、何か手伝うことはないか？」

「そうよ、何でも仰って」

祐子がそう言うと数馬、亮子も頷いた。

「ありがとうございます。でも、引っ越しは専門の会社に頼みましたの

で大丈夫です」

「今日は何時頃に引っ越しが済むのかな？」

数馬が聞いた。

「はい、夕方５時には終わる予定です。今荷物が送られているところだ

と思います」

「それは忙しいな。終わったら皆でお祝いの一杯会をやろうか？」

数馬が力強く言った。

「そうだな。久しぶりにみんな集まったから、駅前のビヤホールに繰り
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出すか？」

一応賛成はしたものの、賢は亜希子の精神的負担が気になった。

「亜希子さん、大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

「よし、それじゃぁ、駅前のヘラクレスのビヤホールに７時集合ってこ

とにしよう」

「わたくしはこれから少し引っ越しの立ち会いに部屋に戻ります。また

夕方、よろしくお願い致します」

亜希子が自分の食事代を数馬に渡して席を立った。亜希子が離席する

と、賢は失踪事件について自分がこれまでに認識できた事項を説明し

た。先ず初めに早瀬由美、次に江川勝児、そして野岸孝子に附いてその

失踪時の状況、続いて失踪後の経過の説明を行った。失踪後にコンタク

トができたのは早瀬由美だがそのことは話さなかった。淨蓮の滝での約

束があったためである。約束を破った時の仕返しを恐れたわけではなか

ったが、あの滝の女性の存在に不確定さが伴っていたからだった。祐子

は賢が見えなくなった時のことを思い出したが、賢がそのことに触れな

かったため敢えて口にするのは止めた。賢はこれまでの調査結果から、

調べた３人はいずれも現実の世界とは異なった時空間に移動してしま

ったと思われると言った。そして、それを引き起こす原因についてはま

だ分からないが、その空間から引き戻すためには、この現実の空間にい

る者と異なった時空間にいる者が相互に強い意志で相手を呼び求める

ことが必要なようだと説明した。数馬は暫く黙って聞いていたが、

「うむ、しかし、どうしてその異なった時空間が存在するって言えるん

だ？」

と言った。そして少し語気を強めて続けた。

「現に、俺たちはそんな空間を見たことも聞いたこともない。それは昔

から神秘世界という名前で語られてきたことと同じだと思うけど。だけ

ど誰も実証していないじゃないか」

賢は少し微笑みを浮かべて応えた。

「確かに一般の人たちの誰にでも分かるようには説明されていないと思
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うが、異なった時空間は、俺が考えるには、この世界の尺度では説明で

きないようなものなのじゃないかと思うんだ。だから説明しても誰も理

解できなかったんじゃないかな。そもそも言葉での説明自体が難しかっ

たのかも知れない。それがどういうものか理解できた人たちは、比喩を

使って自分たちの体験したことを説明しようとしてきたんじゃないか

な。現在俺たちはその説明を科学的な言葉を使って、表現できるような

時代に生きていると思うんだ。きっと誰でも分かるように説明できる日

がくると思う。そうだろう、光学的に光の動きが見えてきたし、量子科

学で素粒子の動きが分かってきた。それで、その位置を統計的に表現で

きることも分かってきた。その上、人間の意識が素粒子に作用を与える

ことができることも分かってきた。ＤＮＡの事もかなり分かってきた。

ＤＮＡが自分の複製を作る仕組みを持っていることも分かってきた。数

学的にも複素関数の世界まで理解できるようになった。まだ分からない

ことの方が多いけど、既に解明したことで、人間が、見えない別空間を

認識できるようになればいいだけじゃないかと思うんだ。もっともそれ

が一番難しいかも知れないけどな」

祐子が言った。

「わたしたちは光を通してものを認識していることは確かね。だから、

可視光の領域で表現された形態だけが存在として認識できるのね」

亮子が言った。

「でも、目の見えない人も自分の周りの世界を認識しているわ」

「それはその通りだけど、盲人が耳で聞いたり肌で感じたりするのも広

い意味では光と同じ振動するエネルギーだと思うんだ。勿論、それから

造形する為には自分の想念を駆使しなくてはならないけど、生まれつき

の盲人は俺たちが見ているような形の世界は想定できないと思う。だけ

ど、どうやら人間の脳は人類の共通の記憶にアクセスできるようだか

ら、過去世の記憶に自分の生きた時の形態が残っていれば、脳は目が正

常に機能していた過去世の情報から現実を創造できるかもしれない」

「賢、それで何とか別空間が存在することを証明できると思うか？」

「うん、俺はそれをやり遂げようと思っている。今、人類に一番必要な
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のはこのことだと思う。つまり、本当の世界を知る事だと思うんだ」

「人類にその認識が出来上がっても、分からない人には最後まで分から

ないと思うぜ」

「大多数の人が同じ認識に至ると、新たに生まれてくる人間は異なった

時空間を認識できるＤＮＡのスイッチが自動的にＯＮする、つまりＲＮ

Ａが活性化した状態で生まれてくると思う。そして、社会の基盤が変化

してゆくと思う。集合意識として世界が定義されるんじゃないかな。だ

って、今だってほとんどの人は何も分からないけど、この奇跡的な空間

を共有して生きているじゃないか」

「それで、何か解明の糸口のようなものは掴めたのか？」

「糸口とまではいかないかも知れないけど、俺はこの見えない空間を認

識する鍵がエネルギーにあるような気がする。最小二乗法でいう「打ち

消し合う存在」が見えるようになるし、虚数の二乗で実数化ができる。

二乗するということはエネルギー化することと等価だと思うんだ。だか

ら見えない空間の実体を如何にエネルギー化するかがポイントだと思

うんだ。インドの古いタントラの秘法の中に、第３の眼を開く技法って

いうのがあるんだ。第３の眼はこの次元の目ではなくて、別次元の眼な

んだ。２つの眉毛の中間、額の内側１センチメートル程の処にあるらし

い。それも３次元に転換しての話だから少々難があるけどね。その眼を

開くと多次元が見えるようになるらしい。この第３の眼は２つの目に注

入されているエネルギーを切り替えて注ぎ込むことで開くと謂われて

いるんだ」

祐子は輝くような目をして話している賢をうっとり見つめていた。そう

いう時の賢の姿が一番好きで、尊敬し敬愛していた。亮子は

「わたくしは、もう附いていけないわ」

と言った。数馬が話の方向を変えた。

「そうだな、少し現実的な話をしよう。うちの会社にすごく金持ちの人

がいたんだ。彼の家は入ると吹き抜け天井の空間になっている。そこか

ら少し奥に進むと、まるで料亭にでも行ったように屋内に内庭が作り込

んであって、そこの 筧から水がしたたり落ちているんだ。彼はいつも
かけひ
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その内庭を眺めて「自然は美しい」と思うらしい。玄関の脇には電動の

キャリングカーが置いてあって、起伏のある廊下を何の苦もなく移動で

きるようになっているんだ。この家は何でも自動化してあって、リモコ

ンのスイッチ一つで窓やカーテンが開け閉めできるし、廊下の奥にはエ

ンターテイメントルームがあって、そこの部屋に入ると自動的に天井か

らスクリーンが降りて来る。ソファーに座るとソファーが体型を感知し

て最適な位置と傾斜角度に設定される。８Ｋハイビジョンディスクの映

像は自動的にネットからダウンロードされて、スクリーン上に一覧表示

され、音声で「一番目」「二番目」と言ってその中の好きなものを選ぶ

と部屋の照明が暗くなって自動的に再生が始まる。身体を寛がせてその

まま鑑賞ができる。音量も座ったまま、「大きく」「小さく」と口にする

だけで調整できる。寝室も完全自動化されていて、部屋にある大型スク

リーンのテレビが天井に取り付けてあり、寝ながら鑑賞できる。すべて

が万事こんな感じなんだ」

亮子が口を挟んだ。

「すごいわね、夢のような生活じゃないの。わたくしもそんな家に住ん

でみたいわ」

数馬が亮子の方を見て少し微笑んでから

「そんなすごい家に住んでいるんだから、さぞ気前がいいだろうと考え

るけど、彼は酷いケチで一円の金でも損をしないようにして生活してい

たんだ。会社でも人を押しのけて出世を図ったんだな。だから金が貯ま

った。その金を家の快適生活に注ぎ込んでいたようだな。彼は最終的に
つ こ

は役員にまでなったけど、半年前に役員を退任したんだ。なんでも、そ

れから１ヶ月も経たないうちに両膝の関節を痛めて歩けなくなっちゃ

ったんだ。足を使わなかったから筋肉が弱って関節を支えきれなくなっ

たんだって。それが大分酷いらしいんだ。骨が骨粗鬆症の状態で、軟骨

は脆く削られてしまっているようなんだ。快適さのために栄養のある、

よく噛んで食べるようなものを嫌い、美食中心の生活をしていた結果の

ようだ。足を痛めてからは彼は車椅子での生活になったけど、その車椅

子も自動化されていて、ボタン一つでソファーにも移動できるし、ベッ
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ドにも移動できる。入浴時も自分で身体を動かさなくても機械が自動的

に姿勢を変えたりしてくれるし、服を脱いだり着たりする動作の補助を

してくれる。浴槽には浸からないで、車椅子に座ったままシャワーを使

うことができるんだ。ついこの前俺が見舞いに伺ったら、ほとんど寝た

きり老人の生活をしていたよ。奥さんとは疾うに離婚しているんで、毎
と

日介護士さんに頼んで、食事の世話と掃除、洗濯をしてもらっているら

しいんだけど、食事なんかは高級レストランの自動配達を利用している

ようだ。俺はふと思ったな。彼は自分が退職後に寝たきり老人になる準

備をしていたんじゃないかって。足があるのに足を使わない、手がある

のに手を使わない。いろいろな装置を付けて、身体を動かさないで生活

していればいずれこうなることは目に見えている。哀れな話さ。広々と

した家も今では移動の為の苦しみの原因になっている。これまでけちけ

ち貯めてきたお金も介護の費用に消えてゆく。彼の場合は極端だけど、

多くの人が同じような生活を求めて日々骨身を削っているって思うん

だ」

亮子が言った。

「でも、この方は極端が過ぎたんじゃないかしら」

「うん、確かにそうかも知れないけど、俺たちだってすぐ近所にあるコ

ンビニに行くのにも車を使うだろう。これは彼とあまり違わないように

思うんだ」

賢が言った。

「社会の仕組みがそれを助長してきているんだと思う。愚かな人間は安

楽を追い求めて寝たきり老人になろうとしている。リゾートなんてほと

んどこんな類さ。アメリカンドリームの行き過ぎの結果だな。日差しを

受けた道ばたのオオバコの方がよほど美しいのに、部屋に造花を飾り、

ライトアップをする。自分では美しいと思う。哀れなものさ」

祐子が言った。

「わたしは、そんなことはどうでもいいような気がするわ。寝たきり老

人になりたい人はそうすればいいと思うの。わたしは人を愛して生きて

ゆければ、生活の形はどうでもいいような気がするのよ」



18

祐子は賢の方を見て微笑んだ。賢も祐子に微笑みを返して言った。

「確かに祐子の言う通りだ。だから、いろいろな障害物が無くなって、

純粋に人を愛することができるような社会の基盤が必要だと思うんだ」

亮子が言った。

「賢さんが話すと、いつも難しくなるわね」

３人は声を上げて笑った。賢も釣られて笑った。

「今日、これから俺は原智明研究会の東京事務所に行ってみようと思う

んだ」

賢の言葉に直ぐに祐子が反応した。

「わたくしも附いて行くわ」

祐子の言葉が終わるか終わらない内に数馬が言った。

「亮子さん、俺たちはＶＥＡＳ館に行ってみようか？」

亮子は頷いた。四人は夕方ヘラクレスで合うことを再確認して分かれ

た。

ふたりきりになると、祐子は賢の左腕に自分の右手を絡ませて歩いた。

「夏の日に 君に寄り添い 行く道に 待ちわびし日の 来るか否か

と」

祐子が独り言のように言った。賢は祐子の気持ちが痛いほど分かった。

これほど自分と一緒に生きる事を望む祐子を愛おしいと思った。しか

し、一方で生活の中に埋没してゆく意識を思うと、結婚に踏み切ること

は躊躇された。ふたりが目黒の勾島の家に着いたのは午後二時を過ぎた

頃だった。高級住宅が立ち並ぶ路地の一角の、古い石塀に囲まれた家が

勾島の家だった。大きな煉瓦で作られた門柱の間に木戸の入り口が設け

られていた。二人の背広姿の男性が何か話しながら木の門を潜り、背の

低いほうの男が潜戸を後ろ手で閉めて出て行った。賢が門の柱に設けら

れているインターホンを押すと、女性の声で「どなた様ですか」という

応答があった。賢が原智明研究会の話をすると、「主人に聞いて参りま

す」という応答があり、少しして、「お待たせしました、鍵は掛かって

おりませんのでどうぞお入りください」と案内があった。ふたりが潜戸

を抜けると庭道に沿って植えられた楓の葉が垂れ下がり、林のように夏
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の木陰を作り出していた。二十メートルほど奥に玄関があった。引き戸

の前で賢は再び声を掛けた。４４、５歳の鋭い眼光の痩せた男性が内側

から引き戸を開けた。

「初めまして、わたくしは内観賢と申します」

「崎野祐子と申します」

ふたりが辞儀をすると

「原智明さんの研究に興味があるんですか？」

といきなり問い掛けられた。

「わたくしたちは、最近起きている失踪事件に附いて調べているんです。

原智明さんが失踪されてから研究会が出来たと伺いましたもので、是非

ご意見を伺いたいと思いまして参りました」

賢がそう言うと、勾島は一歩引いた話し方をした。

「我々は失踪事件そのものより、原智明さんの話した言葉について研究

しているんです。だから失踪事件についてはあまりお役に立てないと思

いますけど」

木陰から吹いてくる風が涼しさを送り込んできた。祐子はハンカチを取

り出して額に軽く当て汗を拭った。賢が言った。

「実はわたくし自身も、一時的にこの空間から消滅したことがあるんで

す。どうも、自分が別の時空間に移動したような気がするものですから、

原智明さんの話していた言葉の中にこの世界を構成する別の時空間に

関する言葉が無いかと思いまして、是非研究会に参加させて頂きたいと

思いまして」

「ほぉ、あなたも失踪したことがあるんですか。別の時空間ね。うん、

それも可能性としては無視できないな。まあ、そういうことなら仲間に

紹介しましょう。どうぞお上がりください」

ふたりは「失礼します」と言って家に上がった。勾島の家は古い造りで、

玄関から突き当たりにある研究会の部屋までは長い廊下で繋がってい

て、勾島の私室をその研究室に充当しているとのことだった。そこは母

屋の端に新たに追加されたような出部屋になっていた。フローリングの

十五畳ほどの広さの部屋で、隅に机が置かれている。３人掛けのソファ
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ーとシングルチェアが２つずつとセンターテーブルがあり、既に３人の

男性がソファーに腰掛けていた。

「皆さん、一寸紹介します。今日こちらを訪ねてこられた内観さんと・

・・・・・」

「崎野と申します」

ふたりは自己紹介を含めて挨拶した。かなり年配の会社役員である大久

保、４０歳前後の内科医師山越、年配のサラリーマン弓張の三名で何れ

もふたりよりずっと人生経験を積んできている。勾島が３人のメンバー

に向かって言った。

「鹿児島の原智明さんが失踪された件について、いろいろ取り沙汰され

ましたが、どうして失踪したのか、どのような経過を辿ったのかなどは

未だに未解明のままなんです。ここにお見えになった内観さんは、原智

明さんと同じように一時的ではありますが失踪したことがあるとのこ

とです。わたくしたちの探求に何らかのヒントを与えてくれるかも知れ

ません」

３人は頷きながら聞いていたが、最長老の大久保が賢に向かって言っ

た。

「わたしどもは原智明さんの言葉に衝撃を受けて、ここにこうして集っ

ているんだ。彼がいろいろな言葉を残しているんだが、その言葉が時と

して自分の存在を揺り動かすような内容を含んでいたり、中にはどうや

ら究極の真理じゃないかと思われるような内容を含んでいるものがあ

るんだな。彼の失踪が、彼の思考していた内容に関係しているのかどう

かということにも興味がある。自分も「現在の経済のあり方はその根底

がずれている。だからどこまで行っても満足できない。それは人間の意

識にリンクしていないからだ」という彼の言葉を部下が話しているのを

聞いて愕然としたんだ。今まではＫＭ翁の「目的を達成するには、先ず

思うことだ」とかＤＫの「思考の力」を信じて突き進んで来たが、初め

がずれているからゴールに辿り着かないとは恐れ入った。なんとなくそ

んな気がしていても、これまで脇目もふらず頑張ってきた。おかげで、

会社も１部上場したし、売り上げもここ十年で二十倍以上拡大した。し
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かし、今は頑張った事への充足感しか残ってない。会社が発展しても歓

びがない。原智明さんのこの言葉がそうじゃないって言っているように

胸に突き刺さるんだ」

「まあ、掛けてください」

勾島がふたりをソファーに導いた。山越が口を開いた。

「わたしは内科の医師としていろいろな患者を診てきたんだが、確信を

持って症状が改善できると思ったことは一度もない。こういう症状には

この薬が合うとか、この薬はこんな副作用があるとか、そんな臨床試験

の結果から生まれた薬を処方するだけだった。外科の医師も同じだ。悪

いところを切除すればいい、影響が及んでいる部分はすべて切り取った

方がいいなんて、やはり臨床実験とか施術経験から判断しているんだ。

しかし、それをやってどこまで治るか、改善できるかという事について

の確信はこれっぽっちもない。病巣を取り除くことで人間の本来の機能

の一部も同時に取り除いてしまっている。いつもそんな危惧に苛まれて

いた。そんなとき原智明さんの言葉に出会った。「医者が何と言おうが、

既に病が治るか治らないかは決まっている。患者は治療とは別のプロセ

スで病を治している」これは自分にとっては衝撃だった。つまり、今の

医者は本当の役に立っていないということを言っているんだ。普通、誰

かがこんなことを言えば医師から猛反発を食らうんだが、原智明さんの

言葉は、彼の友人が胃潰瘍で病院に懸かった時に友人に話した言葉のよ

うなんだが、それを聞いた俺の友人の医師も不思議に反発を感じなかっ

たようだ。最後の「患者は治療とは別のプロセスで治る」という言葉は

青天の霹靂だったな。自分も薄々人間はどんな病も自分自身に治す力を

持っているとは思っていたが、現代医学がそれを支えていると信じてい

た。しかし、原智明さんの言葉を聞いた途端、それが真実だと感じたん

だ。どうしてそう感じたかは分からないが、多分現代医学からは異端児

扱いされているオステオパシーやホメオパシーの治療法のことを知っ

ていたからかも知れない。自分はそういう治療法の方が、西洋医学に対

するほど違和感を覚えずにすんなり受け入れられた。西洋医学が臨床実

験の積み重ねや局部治療で迷走しているのを見て、自分の内部に反発心
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があったのだと思う」

話の切りのよいところを見計らって、先ほどから麦茶を載せた盆を手に

して入り口に立っていた勾島の妻が賢と祐子の前にグラスを置いた。

「ありがとうございます」

ふたりは礼を言った。弓張が次は自分の番だと言わんばかりに身体を前

に乗り出して話し始めた。

「僕はずっと技術開発関係の仕事をやってきたんですが、ここのところ

身体がだるく、疲れやすいんで病院で精密検査を受けたのです。そうし

たら、ＧＯＴの値が普通の人の倍近くあり、ＧＰＴも高いということで

どうやら肝臓の機能が低下しているようだと言われたんです。ＧＯＴ

だ、ＧＰＴだと言っても何のことだか分からないんですが、なんでも、

担当医は肝臓に脂肪が溜まっていて脂肪肝になっているって、下手をす

ると肝硬変になっちゃうって言うんです。肝硬変になると肝臓癌になっ

て死ぬ可能性が高いらしいんです。過去に会社の仲間が肝臓を壊して死

んでいるんでとても恐ろしくて、精密検査の結果が出てからは碌に眠れ

ないんです。人は死ねば全てが無くなると教えられて生きてきましたか

ら、生きている間に人生を謳歌したいと考えているんですが、どうやら

それも叶わなくなりそうで、毎日が暗くじめじめした感じになってきて

いたんです。そんな気分を一掃しようと思い、指宿に旅行に出たのです。

その時、原智明さんの言葉に出会ったのです。彼が「人間の命は永遠で、

生とか死とかは一つの過程に過ぎない。誰にでも分かるように永遠の命

が証明できる」と言っているという話を聞いたんです。指宿の温泉でし

た。宿泊客が大広間に会して夕食を摂っているとき、隣のテーブルの親

睦会の連中が大きな声で話しているのを聞いたんです。原智明さんの話

が中心でしたけど、「本当に死んでも命はあるのかな」なんて言ってい

ました。連中、誰も原智明さんの言葉を信用していないようでしたが、

僕は急に背中を押されたように強い衝撃を受けました。でも、まだそれ

が本当のことなのかどうなのか確信が持てませんので、こうして研究会

に参加させて頂いているのです」

勾島が自分も話さなければと思ったようで、一人掛けのソファーから少
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し身を乗り出して話し始めた。

「実は、わたくしの場合は原智明さんの勤めていた会社の研究所の社外

指導教官を仰せつかっていて、月に二回この会社の東京の本社で、現在

開発中の機器について学術的な見地から意見を申し上げているんだが、

原智明さんが失踪する丁度二か月前の定例会の時、彼も指導会に出席し

たんだ。この会社は光学機器を設計製造している会社なんだけど、光の

分光装置についての議論の中で、原智明さんが、他の人と異なった意見

を言ったんだ。光の分光はスプリッターというプリズムで行うのだが、

彼は「光は実空間を通る経路と虚空間を通る経路がある。虚空間を通っ

た光は干渉なんかのエネルギー変化の時に実空間に現れる」と言うん

だ。こんな理論は初めてだったからビックリしたんだ。量子科学の世界

で電子の不可思議な挙動を研究している立場から、ここに波動方程式を

理解する切り口があると思ったんだ。原智明さんは何かとてつもない思

考能力を持っているような気がする。だから鹿児島で研究会ができたと

聞いて早速東京に事務所を構えることにしたんだ」

そう言うと、勾島は両肩を少し持ち上げて、「さて」と言った。

「君たちの話を聞かしてくれないかな」

賢は勾島の方を向いて「はい」と応えてから、大久保、山越、弓張と視

線を廻し、再び勾島の方に向き直って話し始めた。

「わたくしたちの原智明さんへのアプローチは、皆様方と少し違います。

と言うのは、わたくしたちは特に原さんの話した言葉や行った行為に関

心を持って、もっと詳しく原さんのことを知りたいと思っている訳では

ありません。実はわたくしと、わたくしたちの友人の藤代亜希子さんに

起きた一時的な消滅現象に端を発しているのです。最近起きている失踪

事件の形が何となく自分たちの一時的な消滅現象と同類じゃないかと

考え、調査を始めたのです。これまでに天城の浄蓮の滝で消息を絶った

早瀬由美さん、花巻の自宅前から自動車に乗って失踪した野岸孝子さ

ん、大山のバスの転落事故の時に消滅した江川勝児さんについて調べま

した。わたくしたちは人間の存在と意識の関わりという観点から調査を

進めています。今のところ、消滅時にはなんらかの外的な意識力が作用
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したとしか思えないのです。まだはっきりしたことは申し上げられませ

んが。原さんが失踪したときの状況についても、いずれ調査したいと思

っています」

勾島が言った。

「君たちが失踪したときのことを少し話してくれますか？」

「はい。わたくしがこの崎野と共にファミリーレストランで食事をして

いたとき、少し気分がすっきりしなくなったんです。手洗い所に行って

顔を洗おうとしたのですが、シンクの前で、自分としてはほんの一瞬な

んですが、意識が朦朧としたのです。はっと我に返って顔を洗い、自分

の席に戻ったらおよそ３時間が経過していたのです。その間、一緒にい

た仲間がわたくしを捜し廻ってくれたのですけど何処にも見当たらな

かったようです」

そう言いながら賢は同意を求めるように祐子を見た。祐子は相槌を打っ

た。

「確かに３時間の間、内観さんは消えました」

大久保が「うーむ」と唸った。賢は亜希子については敢えて口にしなか

った。大久保が

「ところで、原智明さんが失踪したことと、彼の話していることが超現

実的だということは何か関係があるのだろうか？」

と誰に向かってというでもなくボソボソと言った。弓張が

「彼の頭の中には我々とは異なった時空間の概念があったように思いま

す。僕が感銘を受けた生命についての概念もそれと関係しているように

思います」

と言った。賢はそれに呼応するように

「わたくしも、又聞きなんですが、原智明さんの「愛を持って、死を成

就できれば、一応生きた証になる」という言葉に何か深い意味があるよ

うに感じています。思考が感情や意識と強く結びついた状態を謂ってい

るように思います。わたくしの経験からすると人の消滅は思考に基づい

た意識の作用で起こるように思えるのです」

と賛同した。弓張は
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「意識とはどういうことですか」

と聞いた。賢は

「わたくしが考える意識とは、自分が受動的に反応するのでなくて、主

体的に認識力を働かせることだと思います。自分として息付く事だと思

います」

と応えた。弓張は「うーむ」と再び唸った。勾島が

「量子科学という立場からも、意識と存在との関係が重要視されてきて

いるんです」

と言ってから少し経って、

「意識は思考とは切り離して考えるべきものだと思います」

と付け加えた。

賢と祐子はビアガーデン・ヘラクレスに着いた。６時半少し前だった。

既に三つのテーブルで酒宴が始まっている。賢達の仲間はまだ誰も来て

いなかった。屋上の欄干に程近い大きめのテーブルに席を取りながら祐

子が言った。

「賢くん、次はどこに行くの？」

「鹿児島に行って原智明さんのことをもっと調べようと思っているんだ

けど、その前に彼の語録を少し研究してみたいんだ」

賢は帰り掛けに勾島が特別にと言ってコピーしてくれた研究会の原智
．．

明語録と題された一覧表を取り出して祐子に見せた。全部で３０番まで
．．．

あったが、勾島によるとまだこれからも出てくるだろうとのことだっ

た。これは人から人に言い伝えられた言葉だけを収録したものだとのこ

とだった。これ以外に原智明がパソコンのファイルとして持っている資

料や日記などがあるようだと言っていた。一覧表には原が話した言葉

と、それを聞いて感銘を受けた人の名前、職業、住所、電話番号が書か

れていて、その時に感じた感想が２～３行で表現されていた。先ほどの

４人から説明のあった言葉も２３番～２６番に書かれていた。祐子は興

味深そうにそれを眺めていたが、そこに祐子が鹿児島の友達から聞いた

言葉の内の一つが書かれていた。それは「宇宙には無数の複留がある」



26

という言葉だった。その言葉に感銘を受けたのは米国の数学者だと書い

てある。名前や個人情報は書いてなかったが、その時の感想が「この宇

宙には複素関数の留数に相当する窓が無数に存在すると言っている様

に解釈できる」というものだった。

「賢くん、ほらここに、この間話した言葉が載っているわ」

祐子は嬉しそうに言った。賢が

「彼の言う複留ってのは人間の意識のことじゃないかな」

と応えると、祐子は首をかしげて微笑んだ。ビヤガーデンのボーイがや

って来た。

「チケットを買って来てください」

賢が入り口の横にある発券機で５人分の生ビールとつまみの券を購入

して席に戻ろうとした時、エレベータから３人のＯＬの後に続いて数馬

と亮子が降りて来た。

「おう賢 、早いな。祐子さんも来ているのか？」

「うん、さっき一緒に来たところだよ。あの右側の隅の席だ。生ビール

と枝豆、ソーセージ、フレンチフライのチケットを買ったけど、他に何

か注文はあるか？」

「取りあえずはそれでＯＫだ、ねっ、亮子さん」

数馬は断定した後、まるで恋人に対するように亮子に同意を求めた。

「ええ、いいと思うわ」

亮子は微笑んだ。一寸照れているようで、愛らしかった。３人がテーブ

ルに着くとボーイがやって来た。

「全部用意してもよろしいですか？」

「あと５分待ってください、友達が来るので」

賢は時計を見て言った。祐子が

「亜希子さん、忙しいのに時間通りに来れるかしら？」

と言うと、賢は

「もう今、エレベータで上がって来ているよ」

と言った。祐子は「えっ」と言って、数馬や亮子と顔を見合わせた。賢

が言った通り、少しして亜希子が入り口を入って来た。賢は微笑んだが、
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他の３人の間に一瞬不可解といった雰囲気が漂った。祐子が聞いた。

「どうして分かったの？」

「説明できないけど、分かった」

賢の返事に祐子は少々不機嫌そうな感じになった。

「みなさん、お待たせして済みませんでした」

「俺たちも今来たばかりさ」

数馬が言った。賢がビール券をボーイに渡すと、間もなくボーイが一度

に大ジョッキ２つと中ジョッキ３つを持って来た。

「今日はわたくしが奢りますから、みなさん思い切り呑んでください」

亜希子が珍しくらしくないことを言った。４人がめいめい「ごちそうさ
．．．．．

ま」と言うと、数馬が全員にジョッキを手にすることを促してから力強

く発声した。

「亜希子さんの引っ越しの完了と、我々の近所に来たことを歓迎して乾

杯！」

「乾杯！」

夏も漸く激しい暑さの峠を越え、夕暮れには爽やかな風が、昼間に蓄熱

した身体を外側から冷やしてくれる。皆気分が爽快になってきた。数馬

と賢は大ジョッキをぐいぐい傾け、半分ほどを呑んでフーッと息を吐い

た。ふたりの呑み方がそっくりだったので３人の女性はくすくす笑っ

た。祐子と亮子は一口飲んでからジョッキを置いた。亜希子は少し唇を

濡らしただけだった。賢が亜希子に向かって言った。

「全部終わったのか？」

「はい、おかげさまですっかり片付きました。生活が落ち着いたら、皆

さんにも是非いらして頂きたいと思います」

「どんな部屋なの？」

亮子が聞いた。

「寝室と居間と台所、あとはバスと洗面所があります」

「広いのね、羨ましいわ」

亮子は儀礼的に微笑みながら言った。

「あの辺りには他に空き部屋が見つからなくて、仕方なくあそこに決め
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ました」

祐子は「金持ちなんだな。わたくしとは対照的だ」と思った。祐子は生

まれて間もなく両親を亡くし叔父の家で育った。大学まで通わせてもら

ったが、就職してからは一人暮らしをしている。生活費もすべて自分の

給料で賄っている。そのため贅沢はできないのだが、比較的きれいなア

パートに住むことが出来た。貯金も僅かずつだが積み立てていて、自分

の今の生き方に満足している。そんな自分と亜希子の境遇は大きく異な

っていると思った。空をピンク色に染めて、夕日が遠くの森の木々の中

に落ちてゆく。

「亜希子さん、お父さんは何処の会社に勤めているの？」

亮子が訊いた。

「はい、東領製作所です」

「お父さん、偉いんでしょ」

「はい、社長です」

亜希子は屈託無く応えた。その応答は淡々として、違和感を感じさせな

かった。祐子が言った。

「すごいわね。亜希子さん、アルバイトしたとき叱られたんじゃない？」

「はい、両親は絶対反対だったんですが、わたくしが社会勉強だと何度

も説明して、やっと許してもらいました」

賢は亜希子の父親に会った時のことを思い出した。その時は社長だとは

思わなかったが、威厳の深さから多分重役だろうとは推察していた。だ

から社長と聞いてもあまり驚きもしなかった。数馬は別の反応を示し

た。

「俺の会社はＳＨＴシステムだけど、亜希子さんの東領製作所とも取引

があるんだ。そういう意味じゃ多少関係があるってことかな。もっとも

会社の規模じゃ提灯と釣り鐘の差があるけどな。今度東領製作所じゃぁ

新規事業ということで、半導体の製造装置を手掛けることになったよう

だけど、その制御部の設計開発でいまＲＦＰ（リクエスト・フォー・プ

ロポーザル）を受け取っているんだ。東領製作所の新規事業に何とか参

画したいので、社内じゃぁ今必死になって提案書を作成しているところ



29

さ。だけど、最近の他社の提案書は口先だけのものが多いから、見た目

で負けないようにその点も検討中なんだ。亜希子さんのお父さんは社長

だから直接具体的な入札なんかには関与しないだろうけどね」

数馬はそう言いながら大ジョッキを一気に飲み干して、ふーっと息を吐

いた。

「わたくし、父の会社のことは全く分かりません。父が会社経営でどん

な考え方をするのかも知りません」

「それはそうだよ。会社経営と家庭での生活はほとんど別次元だから」

賢が補うと、数馬が愉快そうに言った。

「はっはっは、それはそうさ。だけど亜希子さんが東領製作所の社長の

お嬢さんだと聞いただけで楽しくなってきちゃったんだ」

「はっはっは、お前は仕事一途だからな。何となく分かるよ」

男達の哄笑を聞いて３人の女性は顔を見合わせた。賢が

「俺も暫く失踪事件を調べたら、また第一線に戻るつもりだ」

と言うと、祐子が空かさず、

「そうよ、それがいいわ」

と言った。亮子も

「そうね、やっぱり男の人はバリバリ仕事をしているのが頼もしいわ」

と言いながら少し数馬の方を伺ってから、割り箸を持ってソーセージを

一つ掴み、片端を口に入れてかりりと噛んだ。その音があまりに軽快だ

ったので祐子と亜希子も割り箸を手にした。亜希子は祐子がソーセージ

を噛んでかりりと音を立てるのを待って、小さめのソーセージを摘んで

口に入れた。しかし噛んだ時の音はほとんど聞こえなかった。今度は男

達が顔を見合わせて微笑した。「ここ一月ばかりの間にいろいろなこと

があった」という思いが賢を捉えた。一番大きなことは祐子との関係だ。

普通だったら結婚する段階にまできている。祐子をこのままにしてはお

けないと思った。そして亜希子のことも自分の生き方を変える程の再会

だった。これから亜希子とどのように向き合ってゆけばいいのか具体的

なイメージが掴めなかった。一方で亜希子の意識が自分の意識に繋がっ

ていることを強く感じていた。賢は祐子の言葉で我に返った。
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「どうしたの？もう酔っちゃったの？」

祐子は半分冗談のように言った。賢は亜希子が自分をじっと見つめてい

るのに気付いていたが、祐子の方を向いて言った。

「一寸この１ヶ月ほどの自分の身辺の変化を思い出していたんだ。いろ

いろなことがあったなって」

「本当ね。賢くん、違う世界に入ってゆこうとしているみたい」

祐子のその不安げな言葉を、賢は確かにそうだと感じた。今までの生き

方と違う生き方を探している自分が見えるような気がした。

「今日、亮子さんとＶＥＡＳ館に行って来たんだ。あそこは凄いところ

だな。よくあそこまで調査してあるなって感心したよ」

数馬が言った。

「何を体験したんだ？」

「俺はライオンを体験したかったんだけど、亮子さんが花の体験をした

いって言うから、桜の花の開花からサクランボが出来るまでを、俺が雄

蕊、亮子さんが雌蕊で体験したんだ。すごいな、まるで自分が本当に桜

の花になった気がしてくる。最後は圧巻だったな。自分の命をサクラン

ボに宿す過程は見事だ。何か俺と亮子さんが一体になったような錯覚を

起こすんだな」

亮子の顔が赤くなったが、既にアルコールが少し廻ってピンク色になっ

ている顔色の微妙な変化には誰も気付く筈もなかった。

「それは俺と亜希子さんが体験したのと全く同じだな。な、亜希子さん」

賢が亜希子に言った。亜希子は「はい」と言い、少し恥ずかしげに下を

向いた。祐子は頭が熱湯で一杯になった感じがしてきて、中ジョッキの

ビールを一気に飲み干した。

「おい、祐子、大丈夫か？そんな飲み方をして」

賢の心配そうな言葉に、祐子は「大丈夫よ」と言って中空を見詰めた。

祐子だけが桜の花の体験をしていない。賢と数馬は祐子が拗ねているん

だと思った。数馬が「一体になったような錯覚を起こす」といった言葉

が特に祐子を落胆させた。

「祐子、明日、もう一度ＶＥＡＳに行って今度は桜の体験をしよう」
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賢の一言で祐子は気を取り直した。

「うん」

祐子の目が少し潤んだ。賢は祐子の子供のようなあどけなさに言いよう

のない愛おしさを覚えた。他の３人も祐子の嫉妬に気付いて、気取られ

ないように意識しながら微笑んだ。亜希子がビールと唐揚げ、チーズス

ライスのチケットを買いにゆき、チケットをボーイに渡してから席に戻

った。

「これ、さっきの分です」

亜希子が賢に金を渡した。賢は礼を言ってそれを受け取り無造作にポケ

ットに押し込んだ。

翌日、賢と祐子はＶＥＡＳ館の入り口に居た。祐子は賢の左腕を抱え込

んでいる。

「この前、桜の花にすればよかったわ」

「いいじゃないか。お前と一緒なら何度ここに来てもいいよ」

その一言に祐子は賢に抱きついた。賢は祐子をそっと引き離してから、

チケットを買った。祐子と共に体験する受粉のプロセスは亜希子と一緒

にした桜の花の体験より、一層強い衝動を与えた。まるでふたりがベッ

ドで一体になったときと同じような感覚だった。祐子は幸せを感じた。

ＶＥＡＳ館での体験がこんな形になるのは、ふたりが既に 意識の一体

化を経験している為だと思われた。ＶＥＡＳ館を出ると祐子が訊いた。

「亜希子さんの時もこんな体験になったの？」

「いや、おまえと一緒だからだ。前にも言ったように、俺たちはもう分

離していない」

祐子が嬉しそうに賢の左手に腕を絡めた。

ふたりは区立図書館に着いた。原智明語録の感想をまとめることにして

いた。賢は館内に入ると一つのテーブルを確保してから、用意して来た

早瀬由美から預かったノートと、失踪事件調査ノート、そしてもう一冊

新しいノートを鞄の中から取り出してテーブルの上に置いた。新しいノ

ートの表紙には「原智明語録」と記入した。その第１ページ目にはＮｏ．
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１と記載されていて、タイトルが「愛を持って、死を成就できれば、一

応生きた証になる」となっていた。これは賢がそこに深い意味を含んで

いると感じた原智明の言葉だった。賢は祐子に、勾島から貰った原智明

語録のコピーを開いて見せた。祐子はＶＥＡＳ館で桜の花の体験をして

以来、全身が歓びで満ちていた。賢の動きを見るとそれだけで感動して

涙が浮かんだ。祐子はその語録を一瞥した。賢は祐子の耳の側で、

「今の俺とお前だ」

と言った。祐子には賢の言った言葉の意味が分からなかったが、「愛し

合っているということだ」と解釈して微笑んだ。ここには鹿児島のキリ

スト教教会の牧師の名前と属性が書かれていて、呼応欄に「主はすべて

の人を慈しみたもう。主に召されるまで、主を愛し続けなくてはならな

い」と書いてあった。賢は牧師が語録の意味を誤解していると思ったが、

原智明語録ノートのＮｏ．１の呼応者の情報を「共鳴者」と銘打って、

そこに牧師の名前と属性を書いた。この牧師は４７歳の男性だった。そ

してその下に「呼応欄」と記入し、牧師の感想を書き込んだ。更に１行

空けてまた「共鳴者」と書き込み、「祐子」「賢」と書き、ふたりの属性

を記入して「感想欄」と書いたとき、祐子が賢からペンを取り上げて、

そこに「祐子：わたくしはあなたを愛しています。わたくしは幸せです。

いつ死んでもかまいません」と書き込むと、ペンを賢に返した。賢はそ

の次の行に「賢：俺もお前を愛している。今死んでもいい」と書き、続

けて、「総ての存在に対して祐子に対するのと同じ心をもって死んでゆ

けたら本望だ」と書き込んだ。賢は祐子の耳元に、ほとんど聞き取れな

いような小さな声で

「愛しているよ」

と言った。祐子もほとんど聞こえないほどの声で、

「愛しているわ」

と応えた。賢は原智明語録ノートの２ページ目から順次、勾島にもらっ

たリストの内容を確認しながら書き写していった。内容は次の通りだっ

た。
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Ｎｏ．１「愛を持って、死を成就できれば、一応生きた証になる」呼応

者：牧師

Ｎｏ．２「人間は人間を作る動物だ」呼応者：神学校講師

Ｎｏ．３「ごくみを大切にしなくてはだめだ」呼応者：小学２年生
．．．

Ｎｏ．４「想念は形式を持って初めて力が出る。だから形が大切なんだ」

Ｎｏ．５「宇宙は自己共振で誕生した。だから、宇宙は自分と同じもの

だ。自分が消えれば宇宙も消える」

Ｎｏ．６「年を取ると時間の流れが速くなったように感じる。それは肉

体に縛られているからだ。元々時間の流れなどは無い」呼応者：老婦人

Ｎｏ．７「無限大と無限小は同じものだ。無限遠点から素粒子までを見

てみれば分かる」

Ｎｏ．８「宇宙には無数の複留がある」呼応者：大学教授（米国数学者）

Ｎｏ．９「物質的なものも精神的なものも総て基底振動数で振動してい

る」

Ｎｏ．１０「宇宙の構造を理解する為には、エネルギーの流れを理解し

なくてはならない。それも、表層世界のエネルギーだけではだめだ」

Ｎｏ．１１「自我の呪縛を取り除けば、無限の世界が現れる」呼応者：

仏教僧侶

Ｎｏ．１２「内側を探すと外側が総て現れる。それが自分だ。総てが自

分自身だ」

Ｎｏ．１３「今の社会の仕組みは本来の逆だ」呼応者：参議院議員（社

共党）

Ｎｏ．１４「個としての自我はこの現象世界にのみ存在する」

Ｎｏ．１５「人間はこの世界の３％程度しか理解していない。内側を理

解していないから、ほとんど分かっていない」

Ｎｏ．１６「自然界が黄金律で形作られていることは明白だが、人間の

作ったものは黄金律にはなり得ない。そこには見えない意図がある」

Ｎｏ．１７「あらゆる選択肢が与えられている。自分の選択した通りの

生になる」呼応者：大学受験生

Ｎｏ．１８「この世で自分に起きてくることは、自分が呼び寄せている
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ことだ。偶然に起きることは無い。肯定的あるいは否定的意識であるこ

とに執着すると、それが、あるタイミングで顕現する」

Ｎｏ．１９「知識はいらない。返って邪魔になる。耳を澄ませば何でも

聞こえて来る」

Ｎｏ．２０「確実な認識ができると、存在が確定する。エーテルに意志

と感覚的認識が融合して働けば形態が現れる。思考はその調整役を果た

す」

Ｎｏ．２１「この世界は複素空間で出来ている。実は虚の像、虚は実の

像だ」

Ｎｏ．２２「物質と空間との間に境目は無い。振動が異なるだけだ」

Ｎｏ．２３「光は実空間の経路と、虚空間の経路の両方の経路を通る。

虚空間を通った光は干渉なんかのエネルギー変化の時に実空間に現れ

る」呼応者：大学助教授（天文学）

Ｎｏ．２４「現在の経済のあり方はその根底がずれている。だから何処

まで行っても満足できない。それは人間の意識にリンクしていないから

だ」呼応者：会社役員

Ｎｏ．２５「医者が何と言おうが、既に病が治るか、治らないかは決ま

っている。患者は医師の治療とは別のプロセスで病を治している」呼応

者：医師（内科医）

Ｎｏ．２６「人間の命は普遍で、生とか死とかは一つの過程に過ぎない。

誰にでも分かるように永遠の命が証明できる」呼応者：サラリーマン

（技術系）

Ｎｏ．２７「人の出生のプロセスは、宇宙誕生のプロセス、生命誕生の

プロセス、太陽の燃えるプロセスと同じだ。何も異ならない」

Ｎｏ．２８「形を作らなければ何の作用も起こさないが、一旦形を作る

と直ぐに形に捕らわれてしまうから始末が悪い。形を持ってことを実現

できたら直ぐにその形を捨てなくては駄目だ」

Ｎｏ．２９「未来だけでなく、過去も全て現在の自分が作り出している

虚構だ」

Ｎｏ．３０「この世は完璧なまでの写像だ」：作家
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原智明の全ての言葉をノートに書き写し終えると、賢は早瀬由美から預

かったノートを取り出した。初めの詩の次のページは「この世の真理」

と題されたページで、そこにはただ１節の言葉が書かれている。

「大きな波と無数のさざ波がわたしを覆い、わたしはわたしになる。波

は美しい。やがて凪ぎ、波は静まり、水面は鏡面になって久しくあり、

また彼方の形を映し出す」

抽象的な言葉だった。しかし、どこか原智明の言葉に響きが似ている。

原智明の言葉のＮｏ．３０と関係があるのではないかと賢は思ったが、

早瀬由美が禁じた通りそれを口には出さなかった。

「このノートの文章と原智明語録と何か関係があるの？」

祐子が聞いた。賢は

「まだ、わからない」

とだけ応えて、次のページを開いた。そこには

「彼方と思えばすぐ此方、いつも、現れ、消える。巡り巡る。消えたく

ない訳じゃないが、教えてもらったように、くろがねの枷を付ける。す
かせ

ると、もう二度と消えることはなくなる」

祐子が

「この消えるっていうのは、あなたや亜希子さんが消えるようなことを
．．．

謂っているのかしら？」

「・・・・・」

「消えたり、現れたり、この文章はなんかあなたのことを謂っているよ

うだわ」

「そうだな。でも今ひとつ意味が分からない」

賢は次のページを繰った。

「美しいと感じなくちゃだめ、楽しいと感じなくちゃだめ、幸せと感じ

なくちゃだめ、嬉しくなくちゃだめよ。だって生まれたんだもの」

祐子が

「なんか分かるような気がするな。人生有意義に生きなくちゃ駄目だっ

て謂っているのよね」
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「いやもっと単純だ。いつも感動して生きろって言っているんだと思う」

「・・・・・」

「祐子、この間、海の老人の言葉を話したかな？」

「ええ、聞いたわ。だけどよく分からなかった」

「原智明語録の中にあるＮｏ．２１の「この世界は複素空間で出来てい

る。実は虚の像、虚は実の像だ」という言葉は海の老人の「現実的には

俺たちは異なった次元に入っているんだけど、そのことに気付いていな

い。実際は実在的部分と虚存在的部分で成り立っている。この虚の部分

が現在の科学では解ってない」という言葉は同じことを謂っているよう

に思えるんだ。前にも言ったけど、これが現在の物質社会の行き詰まり

を解決する道案内になる様に思う。もっと具体化できればいいけど」

「あなた、わたしは難しいことは分からないわ。でも、あなたに附いて

行くわ」

祐子は小さい声で囁いた。ふたりは区立図書館を出た。図書館に入ると

きは晴れていたが、外は土砂降りになっていた。ふたりは暫く入り口の

軒下に佇んでいたが、小降りになったのを観て雨の中に駈け出した。図

書館に来る途中にコンビニエンスストアがあったのを覚えていた。しか

しふたりが店に駆け込んだ時には全身ずぶ濡れになっていた。ふたりと

も水に濡れて身体の線がくっきり見える。賢はポケットからびしょぬれ

のハンカチを出してきつく絞り、祐子に渡した。祐子は顔と髪の毛を拭

った。賢はそのハンカチを取ると再び絞って祐子に渡した。そんなこと

を５、６回繰り返すと、祐子の身体の線は分からなくなった。賢は自分

のセカンドバッグからノートを取り出してみた。幸い濡れていなかっ

た。賢は濡れたハンカチを絞ると自分も顔と手足を拭った。それから傘

を２本取りレジに持ってゆこうとした。

「一本でいいわ」

外はまだ雨が降り頻っている。
ふ しき

「濡れるぞ」

「もう濡れてるわ。気持ちがいいほどに」

１本の傘にふたりで入った。賢は祐子の肩を抱き寄せて歩いた。雨の激
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しさは弱まらなかった。地下鉄の駅の構内に入ったときには、コンクリ

ートの床は流れ込んだ水で濡れていた。周りには賢と祐子以外にびしょ

濡れになった者はいないようだった。電車の中で何人かの男が祐子の方

をちらちらと見ていたが、祐子は気にも止めなかった。アパートに着く

と祐子は賢に部屋に入るよう促した。夕方の４時半を回ったところだっ

た。ふたりが目を覚ましたのは夜の１０時２０分頃だった。目覚めたと

き祐子は裸の身体を丸めるようにして賢の胸に頭を埋めていた。祐子は

身体を起こして賢から離れた。賢に再び興奮が戻ってきた。

ふたりは空腹を感じていた。祐子が上気したピンク色の頬を賢の頬に押

しつけて耳元で、

「あなた、お腹がすいたでしょう？」

と言った。賢は右手で祐子を抱き寄せながら「うん」と言った。

祐子が即興で作ったスパゲティは賢を満足させた。

「原智明語録も一通り頭に入ったし、天城で預かったノートとの突き合

わせもできたから、今度は鹿児島に行って直接原智明を調べてみたいん

だ」

「いつ出掛けるの？」

「うん、明日飛行機の予約をしようと思う。できたら明日の午後の便、

駄目でも２、３日中には出掛けたい」

「随分性急ね」

「なぜか、早く失踪事件の原因を究明しなくてはならないような気がす

るんだ」

「私も一緒に行きたい」

「・・・・・」

「でも、無理。この間休んでしまったでしょう、暫くは休めないわ。あ

なたがいない間、わたしどうしよう」

「数馬に話しておくよ。何かあったら頼んだらいい。亮子さんもいるじ

ゃないか」

「・・・・一緒にいたいの」

翌日、祐子が仕事に出掛けてから賢は祐子のアパートに鍵を掛けて出
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た。自分のアパートに戻ると、ゆきからの手紙が届いていた。最近はま

た、日曜日でも郵便物の配達をする運用に戻ったのかと思いながら封を

切った。

「拝啓 内観賢様へ

お元気ですか？私たちは元気にしています。金曜日に保険会社から保

険金を振り込んだとの連絡がありました。昨日銀行に行ってＡＴＭで確

認したら３５０万円も振り込まれていました。私たち助かりました。賢

さんにはなんとお礼を言っていいか分かりません。本当にありがとうご

ざいました。賢さんの優しさを思うと涙が流れます。太郎や信次も賢さ

んに会いたいと言っています。一度東京見物を兼ねてお礼に伺いたいと

思います。そのことを言ったら、太郎や信次は飛び跳ねて喜び、おくな
．．．

いさまに手を合わせてお礼を言っていました。賢さんの都合のよい時を
．．．

教えてください。私たちはお正月までにはと考えています。

ゆきより」

別に太郎、信次からの短信が付いていた。

「けんおにいさん、このあいだはありがとうございました。とても楽し

かったです。いつもよせぎパズルであそんでいます。また来てください。

太郎より」

「けんおにいさん、おみやげありがとうございました。けんおにいさん

だいすきです。 しんじより」

小父さんでなくおにいさんと言っていると思って賢は微笑んだ。早速返

信を書いた。

「拝復

ゆきさん、お便りありがとう。ゆきさんと太郎くん、信次くんが元気

でいてくれるのを知ってとても嬉しく思います。また、保険金が降りた

と聞いて胸を撫で下ろしています。でも、お父さん、お母さんがいない

毎日、ゆきさんが太郎君や信次君の面倒をみて頑張っていると思うと、

一日も早くお母さんの失踪の原因を見付け、あなた達の許に戻って来ら

れるようにしてあげたいと思って、ぼくも一生懸命調査を続けていま

す。あなた達が東京に見えたら、どこか楽しいところに行きましょう。
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土曜日に来て、その日は東京見物・・・これは行きたいところを考えて

ください。それから一寸狭いですけど僕のアパートに一泊して、次の日

に東京ディズニーランドに行って、そこから直接遠野に戻る。一寸強行

ですけど、そんなコースでどうですか？ぼくは、鹿児島にあなた方のお

母さんと同じように失踪してしまった人がいますので、来週その人のこ

とを調べに出掛けます。その間、僕と連絡が取れないときは崎野祐子さ

んに連絡を取ってください。彼女に話しておきます。では、お返事を楽

しみにしています。

内観賢より」

賢は祐子の住所とスマホの電話番号をメモに書いて同封し、太郎と信次

にも別々に１通ずつの返信を書いて３通の封書を作った。３人がそれぞ

れ自分宛の手紙をもらって喜ぶ顔が目に浮んだ。賢は飛行機の予約をし

た。午後の便に空席があった。予約を入れた後、祐子に連絡しようと思

ったが、手元にパソコンが無い。数馬はまだ仕事から戻っていない。先

ず亜希子のスマホに電話をした。昨日亜希子が引っ越して来たマンショ

ンは賢のアパートのすぐ近くにあったが、セキュリティでガードされて

いるため近寄り難い感じを与える。亜希子は賢からの連絡を待っていた

ように電話口に出た。賢が「祐子や数馬は仕事中なので、伝えて欲しい」

と言うと、自分の部屋でメールした方がいいから直ぐに来るようにと言

った。賢は一旦は遠慮したが、亜希子が是非と言うので一寸亜希子の部

屋を見てみたいという好奇心が沸いてきた。亜希子はセキュリティゲー

トの通り方を細かく説明した。亜希子のマンションの部屋は住居の最上

階、１７階にあった。入り口を入ると３メートルほどアプローチがあり、

その先に広々としたリビングルームが広がっていた。突き当たりの窓か

らは近くの隅田川が望める。河口から入り江に渡るコンクリートで造形

された水域が手に取るように分かった。普段見慣れた川岸も、この高さ

から見ると全く別の場所を見ているような錯覚に陥る。賢達のアパート

は窓の右端に見えた。２階建てだが全く高さを感じない。その周りは住

宅で埋め尽くされている。所々にとてつもなく高い高層ビルが建ってい

る。いつも行っているファミリーレストランは背の高いビルの陰に隠れ
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て所在を確認することもできないが、周辺の建物はほとんどこの部屋よ

り下に見え、その屋根や雨晒しの屋上の姿を曝け出していた。リビング

ルームにはダイニングキッチンが付いていて、ダイニングテーブルとキ

ッチンとが棚で仕切られている。反対側は洗面所になっているようだ

が、リビングルームからは見えない造りになっている。収納棚の横にあ

る大きめのドアの奥が寝室になっているのだろうと思われた。部屋の窓

寄りに応接セットがあり、ガラス張りのテーブルの周りに３人掛けのソ

ファー２脚がコーナー用のソファーで繋がれた配置で置かれている。独

身女性が一人で生活するには広すぎる程だった。亜希子は賢をソファー

に案内した。前掛けを掛けてまるで主婦のような感じを与えた。賢は窓

から見える川岸を眺めて、初めて祐子と出会ったときのことを思い出し

ていた。亜希子が麦茶のグラスを２つ持って来てテーブルの上に置く

と、賢の方に視線を向けて言った。

「昨日はありがとうございました。とても楽しい１日でした」

「こちらこそ御馳走様。お酒、大丈夫だった？」

「はい、お酒はほとんど頂きませんでしたので」

亜希子は清々しい顔をしていた。何かが吹っ切れたような感じがあっ

た。

「実は今日の午後、原智明さんの調査の為に鹿児島に出掛けるんだ。そ

れで皆に連絡しようと思ったんだけど、今仕事中だろう。だから君に伝

言してもらおうと思ってね。さっきも言ったけど俺はパソコンも持って

ないんだ。こんな時はちょっと不便だな」

亜希子のラップトップパソコンはリビングルームの隅にあるデスクの

上に置いてあって既にネットワークの接続も終わっていた。

「わたくしのパソコンでメールしてください」

亜希子がパソコンの電源を入れた。

「わたくしのメールアカウントから発信してもいいですけど、祐子さん

が何と言われるか・・・・」

「うん、ありがとう。ホットメールを使うよ」

賢は自分のＩＤで祐子と数馬にメールを送った。「宿はまだ決まってい
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ないので、分かり次第連絡する」と書いた。祐子充てのメールにはそれ

に加え、ゆきとの連絡について「留守の間よろしく頼む」と書いた。書

き終えると、立ち上がりながら亜希子に言った。

「これから帰って支度をするよ」

亜希子は賢の目を見つめながら言った。

「わたくしも一緒に連れて行ってくださいませんか？」

「引っ越したばかりで両親が心配しないか」

「大丈夫です」

亜希子はきっぱりと言い切った。賢は祐子のことが気掛かりだったが、

亜希子の哀願するような眼差しに「やむを得ない」という思いが湧いて

きて、両親の承諾を取ることとを条件に了解した。亜希子は嬉しそうな

顔をして、寝室のドアを開けると弾むような足取りで部屋の中に入って

行き、スマホを手にして戻って来た。すぐに航空機の手配をするつもり

のようだった。賢は自分の乗るフライトの番号を教えた。亜希子が航空

会社に電話するとまだ空席があった。亜希子は賢と隣の席になるように

申し込んだ。手際がよかった。午後４時の便だった。

「それじゃぁ１時頃にここを出よう。途中で食事を摂ればいいな。今９

時少し前だから、あと４時間しかない。大丈夫か？」

「はい、わたくしは大丈夫です。いつでも賢さんに附いて行けるように

準備してあります」

「ご両親に連絡して了解を取らなきゃだめだよ」

賢はもう一度念を押してから亜希子の部屋を出た。祐子は部長からの指

示で客先に書類を届けるために外出していたが、そのまま外で食事を済

ませ、１２時１５分ころ自分の席に戻りパソコンのメールを確認してビ

ックリした。「もう、賢が出掛けるまでに時間が無い」と思った。祐子

は事務所を出て人影の無いところで賢に電話した。

「あなた、いつのフライト？」

「祐子か、午後４時だ。もう少ししたら出るよ」

「いつ戻るの？」

「多分、１週間ぐらい向こうに居ると思う。原智明さんの研究会の人た
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ちに会ってみようと思うんだ。あそこにはいろいろな情報があるように

思うからな。まだ宿が決まってないから、決まったら連絡するよ。あっ、

そうだ。亜希子さんも一緒に行くことになったよ」

「・・・・・」

祐子は黙り込んだ。

「もしもし祐子、ゆきさんから連絡があったら頼むな。この間も言った

ように、一度東京見物に来る予定だから、その計画の相談に乗ってやっ

て欲しいんだ」

「・・うっ、うん、わかったわ」

祐子の声に力がない。

「祐子、大丈夫だよ。調査の旅行だから、心配するな」

「あなたを信じてはいるけど、わたししっかりしていられるかどうか分

からないわ」

「亮子さんや数馬とコンタクトを取っていろよ・・・・・おれ、考えた

んだけど、この旅行から戻ったら一緒に暮らそう。いつまでも新鮮な意

識を保ち続けるのは自分達次第だって気付いたんだ」

祐子の目から大きな涙が落ちた。電話口で祐子のしゃくり上げる声がし

た。

「あなた・・・・・気を付けて行って来てね・・・わたくし待っている

わ」

賢がアパートから出ると既に亜希子がマンションの前に出ていた。ふた

りはスーツケースを引きながら大通りに出た。そこでタクシーを待っ

た。羽田からの飛行機は定刻に出発した。

垂水

鹿児島空港に着くと雨が降っていた。それほど酷い雨ではなかった。空

港の滑走路の遙か向こうの山々が心なしか霞んで見える。ふたりはバゲ

ッジクレームからスーツケースを取ると、直ぐに宿泊ガイドのカウンタ

ーに向かった。二部屋を確保できるのは指宿温泉の石崎ホテルだけだっ

た。ふたりは取り敢えずそこに１泊することにして予約金を払った。そ
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れからレンタカーを借りることにした。ここはレンタカーを借りた方が

行動し易いと考えたからだった。レンタカーの案内係からフェリーのパ

ンフレットを貰った。雨の中、知らない土地を走るのを憂慮して、ふた

りはフェリーで直接指宿まで行くことにした。

会社からアパートに帰ると、祐子は賢からの連絡を待った。コンビニで

買って帰ったアンパンと牛乳で夕飯を済ませた。テレビのスイッチを入

れたが何となく落ち着かず、すぐにスイッチを切った。祐子は書棚から

賢が買って来た和紙の色紙と絵の具を取り出した。コップに水を汲んで

来てパレットに黄色の絵の具を絞り出した。しかし、そこに筆を持って

ゆく気になれなかった。祐子は昨日のことを思い出した。雨に濡れた服

を脱いだとき賢に後ろから抱きしめられた。賢の身体は冷たかった。賢

が耳元で「冷たいな」と言った。昨日の賢は激しかった。祐子はベッド

に仰向けに倒された。迫って来る賢に征服されてゆくのを嬉しく感じ

た。祐子はくすぐったいような、時々気が遠くなるような快感を覚えた。

その時の感覚を思い出して身体が熱くなってきた。賢からは電話が無

い。スマホを手にして着信記録を見たが、１時間前に確認した時と変わ

らなかった。賢の激しさに祐子は身体が小刻みに震えるのを覚えた。賢

が「証を作るぞ」と言ったのを覚えている。祐子は何度か気を失った。

全身に広がる歓びを感じた後、朝までのことは何も覚えていなく、目が

覚めたとき自分が積極的になっていたのを思い出した。祐子は「妊娠し

たかも知れない」と思った。賢の籍に入らなくてはと思った。依然とし

て賢からは何の連絡も無い。時間は既に９時を回っていた。祐子は急に

心臓が激しく鼓動し始めたのを意識した。様々に考えを巡らせ、亜希子

のスマホに電話を入れようと決心した。「接続がらないところにいるか、
つ な

電源が切れている可能性があります」との応答だ。３度電話して諦めた。

祐子は数馬に電話をした。

「それはおかしい、賢の部屋に行って留守電に何か伝言が来ていないか

調べてみる。折り返し電話するよ」

数馬が言った。１０分ほどして数馬から電話があった。
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「祐子、何かおかしいぞ。指宿の石崎ホテルから問い合わせの電話が掛

かって来ていた。ついさっきの着信のようだけど、空港から予約を受け

たがまだ着かないと言っている」

祐子は途端に不安に襲われた。その時スマホが鳴った。亜希子の母藤代

登紀子からだった。

「もしもし、亜希子の母でございます。娘が旅行に出たのですが、連絡

が取れないものですから、お伺いしていた祐子さんの番号にお電話させ

て頂いた次第です。何かご存じありませんでしょうか？」

「はい、わたくしたちも今、鹿児島と連絡を取ろうとしています。まだ

宿泊先が決まっていなかったようで、どうやら空港で指宿のホテルを予

約したようなのです。でも、そちらのホテルには着いていないようで」

「わたくし、空港のレンタカーの会社に電話してみます」

「申し訳ありません。何か分かりましたらご連絡頂けないでしょう

か？」

祐子は了承して電話を切った。レンタカーの会社は４社あった。ほとん

どの店は営業終了間際だった。対応した係の者が契約者リストを調べて

くれた。３店目のレンタカー店が賢に車を貸し出していた。そのメモに

フェリー割引と書いてあると説明してくれた。「フェリーを使ったのだ

ろうか？」祐子の疑問は深まった。祐子は鹿児島のフェリーの会社に電

話を入れた。電話の向こうで大勢の人たちが騒がしくしているのが分か

った。電話に出た男は

「もしもし、何ですか？もしもし、えっ？」

と気忙しく話している。何かあったのかと思った。

「もしもし、東京の崎野と申しますが、今人を探していまして、フェリ

ーに乗ったかも知れないのです。何か事故はありませんでしたか？」

「もしもし、事故？事故と謂うより、車が残ってしまって、運転してい

た人がいなくなったんです。どうやら二人連れのお客さんだったようだ

けど。レンタカーのようなんだ」

「もしもし、もう少し詳しくお話して頂けませんか？」

「ええ、ええ、７時半の船なんですがね、鹿児島から乗った車のお客さ
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んが、垂水に着いたとき居なくなっていたんです。途中で海に落ちたの
たるみず

かも知れないんで、さっき警察に連絡したんです。レンタカー店にも連

絡を入れたから、車の方は取りに来てもらえると思うけど。失礼だけど、

お客さんの知り合いの方ですか？車にある荷物を取りに来てもらえま

せんか？」

祐子は声が震えた。

「はっ、はい。知り合いの者です。荷物は取り敢えず警察に預かっても

らってください。わたくしは崎野祐子と申します」

祐子は住所や電話番号など、個人的な情報について質問を受けた。祐子

には状況がよく把握できなかった。兎に角、賢と亜希子が鹿児島埠頭か

らフェリーに乗ったが、フェリーの中で失踪したということのようだっ

た。「海に落ちたかも知れない」という男の言葉が耳に残っている。祐

子はすぐに亜希子の家に電話を入れた。母親が出た。これまでに分かっ

たことを説明した。母親はビックリした。「海に落ちたかも知れない」

という言葉を反復して震える声で訊いた。

「本当に海に落ちてしまったのでしょうか？」

祐子も涙声になった。

「分かりませんけど、フェリーが港に着いた時、ふたりの姿が消えてい

たと言っていました」

「ふたりと仰いますと？」

「私たちの友達の内観さんが一緒だったのです」

「わたくしには、ただ旅行に行くとだけしか言いませんでした。内観さ

んって、この間花巻に行った内観賢さんですか？」

「はい、私のフィアンセです」

祐子は言い切った。

「どうしてあなたのフィアンセと娘が一緒に旅行に出たのでしょう

か？」

「調査のためです。あちらでいろいろな人たちに会う予定だったのです。

今はそのことよりも、まずふたりの行方を捜さなくてはと思います」

「そうですわね。また何か分かったらお電話頂けませんでしょうか？」
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「はい」

祐子は電話を切ると、涙が溢れ出してきた。自分が使ったフィアンセと

いう言葉が頭の中で反復して響き、涙の流れるのを助長した。祐子は心

の中で

「あなた、生きていて」

と言い続けた。夜中に鹿児島警察署から電話が掛かってきた。荷物の確

認に来るようにとのことだった。祐子は朝まで睡れなかった。頭がぼー

っとしていて立ち上がると身体がふらついた。洗面台のタオル掛けには

賢の置いて行ったハンカチを洗って干してある。祐子はそのハンカチを

手に取ると右の頬に押し当てた。また涙が流れてきた。「もしかすると、

あのレストランの時と同じように一時的な失踪かも知れない」という思

いが頭を過ぎった。そうであることを神に祈った。

翌日の昼前に祐子と数馬そして亜希子の両親は鹿児島署に着いた。祐子

の上司は不満そうだったが、親戚の具合が悪いという理由で強引に休暇

の許可を取った。上司は「早く戻って来い」と言った。数馬も祐子から

の連絡を受けて、すぐに休暇の手続きを取った。警察の捜査担当が

「昨夜から５０人体制で捜査を行っていますが、ふたりは発見されてお

りません。明け方、ふたりのものと見られる帽子が桜島の近くの海に浮

いているのが発見されました。これがそうですが・・・・」

と言ってビニール袋から２つの麦わら帽子を取り出して見せた。祐子は

青いリボンの帽子に見覚えがあった。賢が島根に行った時に被っていた

もので、自分も被った記憶があるが、確か賢のアパートの帽子掛けに掛

かっていた。もう一つはお揃いのようで、赤いリボンが付いている。亜

希子の母親が赤いリボンの麦わら帽子に見覚えがあると言ったが、亜希

子のものかどうか分からないとも言った。祐子は、昨夜は一睡もしてお

らず疲れ切っていた。嫉妬心さえ湧き起こらないほど気持ちが萎えてい

た。

「その青い方は、多分内観さんのものだと思います。でも赤い方は分か

りません」

「もう一つあるんですが、これは船の甲板に置いてあったものです」
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と言って、捜査担当はビニール袋から２足の靴を取り出した。１足は明

らかに賢の靴だった。それを見た途端、祐子の目から大粒の涙が頬を伝

わって流れた。亜希子の母親は顔面蒼白になり、

「娘のものです」

と言うと、倒れそうになって父親に身体を支えられた。父親が係官に訊

いた。

「どういうことでしょうか？」

「これは申し上げにくいことですが、我々の推察では、おふたりは甲板

に出ていて海に投げ出されたか・・・・心中を図ったのだと思われま

す。昨日は雨が降っていて波もかなり高かったようです。普通こういう

天候の時はあまり甲板に出る乗客はいないのです。何か理由があったの

でしょうか。只、履き物が脱いで揃えて置いてあることから我々は心中

の可能性も考えたのです。それに昨日のフェリーの乗客の一人が、おふ

たりが甲板に出て行くのを目撃しているのです。何でも、女性の方が下

を向いていて、男性が女性の背中を抱えるようにして出て行ったようで

す。我々はそれらのことを総合的に判断して、心中の線が一番強いと考

えました」

祐子がハンカチで目を拭ってから、涙声を押さえながら言った。

「心中ということは絶対に無いと思います」

亜希子の父親も頷きながら言った。

「わたくしどもも、娘が自殺をするような人間ではないと確信を持って

います」

数馬が断言した。

「何か理由があって甲板に出たのでしょう。賢は絶対自殺をする人間で

はありません」

「ということになると事故の線が強くなりますね。原因は女性が気分が

悪くなって外の風に当たるため甲板に出た。そして、男性が女性を介抱

した。甲板が雨で滑りやすいので、履き物を脱いで裸足になった。デッ

キにいるとき船が揺れるか何かの原因で海中に投げ出された・・・とい

うことだと納得がいきます。まだ捜索は続けていますし、夏ですから助
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かる可能性はあります」

４人は鹿児島埠頭に行った。ふたりの乗ったのと同じフェリーに乗って

垂水埠頭との間を往復してみた。空は晴れ渡り、桜島を望む景色は壮観

だった。４人は祈るような気持ちで海面を凝視していた。海の広がりを

強く感じた。この海上にふたりの痕跡を探すことは困難を極めることだ

と分かった。途中で捜索の為の探索船と思われる船舶に出会った。祐子

は心の中で「あなた、生きていて」と繰り返した。亜希子の両親はヘリ

コプターでの捜索を依頼した。その捜索は３日間行われたが、ふたりの

新たな痕跡を発見することはできなかった。祐子は２日目の朝、友達に

電話を掛けた。友達は祐子が鹿児島に居ると言うと、なぜ事前に連絡を

くれないのかと言ったが、祐子が涙声で事情を話すと、夕方ホテルに来

ると言った。友人の慰めの言葉も祐子には虚ろに響いた。しかし、鹿児

島に友人がいることは心強かった。友人は何度も祐子を励まして帰って

行った。３日目の夕方になって海中捜査の終了を告げられた。４人は翌

日の朝の便で東京に戻った。亜希子の父親も、数馬も仕事のことは微塵

も口にしなかった。しかし、仕事をしているときの何倍も疲労感を覚え

て帰宅した。警察の捜索は１週間で打ち切りとなった。結局「ふたりは

海中に転落し、波に浚われたと思われる」という結論になった。暗に賢
さら

たちの死亡を宣言しているように祐子には思えた。東京に戻った日、祐

子は賢のアパートの部屋で鹿児島の警察から受け取った賢のキャリー

バッグを開けてみた。鹿児島から戻る途中、数馬が賢の荷物を調べると

言ったが、祐子が自分と賢とは既に普通の仲ではない。自分が調べると

言い切った。数馬はそれほど驚かなかった。以前から賢と祐子の関係を

気付いていたようだった。数馬は賢の荷物を祐子に任せた。祐子は衣類

を１枚ずつ取り出しては胸に抱きしめ、畳み直して賢のベッドの上に並

べた。賢の事故を裏付けるようなものは何も無かった。すべて祐子が知

り尽くしているものばかりだった。祐子は涙が涸れてしまうほど泣い

た。衣類の他にはトラベルセットと３冊のノート、筆記用具があるだけ

だった。脱力感が身体を支配していた。祐子はまるで意識を喪失したか

のように虚ろな状態で黙々と荷物を整理した。衣類を整理し終わると３
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冊のノートをダイニングテーブルの上に置き、椅子に腰掛けて暫くぼー

っとしていた。次第に賢と過ごした時間に引き戻されていって、ふたり

の歓びに満ちた光景が頭の中を駈け巡った。今日はここに寝ようと思っ

た。微かに賢の体臭を感じさせる布団に潜り込んだ。

憂鬱な時間が過ぎてゆく。鹿児島から戻ってから、祐子は何かをしよう

という意欲が全く無くなった。既に１週間が経過している。横になって

目を閉じ、賢を想った。身体が熱くなってきて涙が頬を伝って流れた。

流れた涙で枕が染みだらけになっている。もし賢がこのまま帰らないの

なら、死ぬことに決めた。ベッドでうとうとしているとスマホの着メロ

が鳴った。祐子は「時の流れに身を任せ」を着メロに使っている。音が

空しく響いた。亜希子の母親からだった。

「その節はご苦労様でした。まだ内観さんも娘も見つかりませんが、あ

の子は一人娘で、わたくしどもはあの子を失ったら生き甲斐が無くなっ

てしまいます。でも、どうすることもできません。せめて貴女にお会い

して、つい最近の娘のことなどをお伺いできないかと思いまして」

「はい・・・・・・・」

「あなたがお気を落とされているのはよく分かります。いろいろお話を

させて頂きたくて、一度わたくしどもの家にいらして頂けないでしょう

か？」

祐子は気持ちを振り絞って応えた。

「分かりました。今度の土曜日に伺わせて頂きます」

祐子は亜希子の家が大きいのに驚いた。周りに石造りの壁が張り巡らさ

れており家の中は見えない。門は１０メートルほどの幅があり、横に２

メートル幅の通用門も設けられている。青山のビルの間にこんな家があ

るのが信じられなかった。通用門にインターホンが埋め込まれている。

祐子が呼び鈴を押すと使用人と思われる女性の声で

「奥様がお待ち致しております」

という応答があり、通用口の扉が自動的に開いた。祐子が中に入ると扉

は自動的に閉まりロックされた。門からは敷石のアプローチが続き、そ

の道の両側には高さ１０メートルほどの欅が３メートル程度の間隔で
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植えられている。３０メートル程奥に家があった。２階建ての屋敷で、

玄関は旅館のフロントのような広さがあった。造りは和風だった。玄関

の前には使用人と思われる３０歳前後のやや小柄な落ち着いた感じの

女性が外に出て待っていた。

「いらっしゃいませ。奥様がお待ち申し上げております」

玄関を入ると奥まで廊下が続いていたが、使用人の女性は入ってすぐ左

手の扉を開けた。４０畳ほどもある広い応接間だった。応接間の奥は縁

側になっている。窓は２枚の大きなガラス張りで、庭が一望の下に望め

た。植木はよく手入れがされているようで、京都の寺院でよく見かける

日本庭園を思わせるほどの造りだった。応接間の中央に１０人以上が腰

掛けられるほどのレザー張りのソファーが並べられており、中央に大理

石で出来たテーブルが置かれている。祐子は白のワンピースに紺色の太

目のベルトをし、薄黄色のジャケットを身に付けている。胸にワンポイ

ントで賢からみやげに貰ったブローチを飾っている。藤代登紀子の目に

は祐子が清楚で、それでいて艶やかな姿に映った。登紀子は応接用の一

人掛けの椅子に腰掛けていたが、祐子の姿を観ると直ぐに立ち上がっ

た。

「こんな時にお呼び立てして、申し訳ありません。さあ、どうぞお掛け

ください」

そう言って祐子の着席を促した。祐子が「失礼します」と言って着席す

ると登紀子も腰を掛けた。先ほど出迎えてくれた使用人の女性が、冷た

い薄茶あられと水羊羹を持って来て祐子と登紀子の前に置いた。

「友子さん、アルバムを持って来てくださいな」

と登紀子が言った。お手伝いの女性は「はい、奥様」と言って出て行っ

た。登紀子の目に涙が浮かんだ。

「祐子さん、悲しい出来事で苦しいでしょう。わたくしたちもこの悲し

みをどうしてよいか分かりません。ついさっきまで親戚の者が見舞いに

来ていたのですが、あなたがいらしてくださるからとお話しをしてお引

き取り頂いたのですよ。新聞社や雑誌の記者などが引っ切り無しに来て

いたのですが、今は少し静まったのですよ。あなたの方はいかがです



か？」

「はい、わたくしはあのまま内観さんのアパートに行き、あそこに３晩

泊まりましたので、まだ記者の方達には出会っておりません。私のアパ

ートにも来ていたのかも知れませんが」

「直ぐに追い回されますわよ。あなた暫くここにいらしたらよろしいわ」

「えっ？」

「きのう主人と相談したのよ。主人も本当は是非あなたにお話ししたい

と申しているのよ。でも、流石に会社を放っておけないと見えて、わた

くしに任せて出掛けてしまったのですよ。わたくし達は亜希子を溺愛し

て育てましたので、亜希子がどんな子かよく分かっているつもりなの。

あの子はあまり友達を作らなかったの。わたくしたちが心配するほど

で、心のきれいな人とお友達になりたいって言っていましたのよ。それ

がここにきて、皆様方とお友達になれてとても喜んでおりましたのよ。

わたくしたちはそんなあの子の選んだお友達ですから、一寸失礼な言い

方になってしまうかも知れないけど、無条件に信用させて頂いたのよ」

「わたしたちはお考え頂いたほど心がきれいな人間ではありません」

祐子は元気なく応えた。

「あの子には誘拐事件があった後、暫くボディガードを付けたこともあ

ったのよ。でも、あの子が嫌がりますでしょう。ですから、それも止め

ましたの。でも、山陰に旅行に出掛けた時には、あの子には内緒でまた

ボディガードを雇いましたの。あの子に気付かれないようにガードする

という条件を付けましてね。あの子は内観さんや、あなたとしか接触し

ていなかったようですので安心しておりました。それがこの間、わたく

したちがお見合いの話を勧めたばかりに、あの子の気持ちが動転してし

まい、あなたもご存じのようにいろいろなことが起きてしまいました。

あの子が花巻から帰ってから主人とも相談したのですが、できるだけあ

の子の気持ちに添った形であの子をサポートすることに致しましたの。

わたくしたちの身勝手をあなたに押し付けるようで申し訳ないと思っ

ていますのよ」

「いいえ、わたしたちは亜希子さんの友達というだけです」

51
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「祐子さん、わたくしたちがあなた達を支援させて頂きたいの」

「えっ！どういうことでしょうか？」

「わたしたちは、あの子が時々消えてしまうという現象を起こすことを

知っておりますの。もう大分前ですが、そう、誘拐事件があってから１

月ほどしてからでしょうかしら、あの子がわたしたちとここで話をして

いたのですが、お化粧室に立ってから戻って来なかったの。わたくしと

主人、それにお手伝いさんや運転手さんにも手伝ってもらって探したの

ですけど、どこにも見当たらなかったの。１時間ほど外を探してここに

戻って来た時、娘が戻っていたのよ。わたくしたちは娘にそのことをお

話したけど、お化粧室に行っただけだと言うのよ。このことはお手伝い

さんや運転手さんに口止めしたの。娘にもわたくしたちが気付かなかっ

たかのように振る舞ったわ。ですから、あの子はわたくしたちがこのこ

とを知っていないと思っているはずですの。こんなことが何回かありま

したのよ。そんな訳で、花巻の時のことも何か変だと思っているのよ。

内観さんから、あなた達が失踪事件を調べているとお聞きして、なんと

か加勢できないかと主人と相談していたのよ。そんな折、今度のような

事件が起きてしまったの。祐子さん、わたくしたちにあなた方の支援を

させて頂けないかしら？あの子が消える現象の原因を突き止めたいの。

主人と、私立探偵とか弁護士事務所とか、そのほかの可能性も検討した

のだけど、このようなことは経験がないところばかりで全く失望してし

まいましたのよ」

「わたしたちにとっては願ってもないことですが・・・・・」

「もしご異存がなければ、もう少し詳しいお話をさせて頂きたいのです

が、よろしいかしら？」

「はい」

「その前に、あなたは内観さんとどういうご関係なのかしら？」

「わたしはフィアンセと思っています」

「そうですか。でも、内観さんは、どなたとも結婚する意思がないよう

だと主人が申しておりましたが」

「はい、フィアンセはわたしが思っているだけかも知れません。でもわ
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たしは内観さんを愛しています。今まではこのことは誰にも話しません

でしたが、彼が海に落ちてしまって・・・・・・・」

祐子の目から涙が流れ落ちた。涙をハンカチで拭うと

「・・・わたしはあの人と共に生きることに決めています。ですから、

あの人が死んでしまったのなら、私もすぐに後を追います」

「内観さんもそのつもりですか？」

「はい」

祐子ははっきりと答えた。

「分かりました。でも、わたくしは内観さんとあの子が死んだとは思っ

ていませんのよ。生きているような気がします。海に落ちたことは事実

のように見えますが、どうしてそれを確認したらよいか皆目見当が付き

ませんわ」

「わたしたちも初めは全く見当が付きませんでしたが、いろいろな失踪

事件を調べている間に、少しずつこの失踪事件が人の心や意志の動きに

連動しているらしいということが分かってきました。内観さんはかなり

のところまで分かってきているようです」

「あなた、ご家族は？」

「両親は私が物心付いた頃に亡くなりました。わたしはまだ小さかった

ので叔父の家に預けられ、大学を卒業するまでそこで育てられました。

私が東京に出て来る時、父の遺産の残り分だと言って少しお金を持たせ

てくれましたが、それでわたしはもう叔父達とは分かれる決心をしまし

た。ですから今は、見寄はありません」

「違っていたらごめんなさい。もしかして、あなたはあの崎野家の一人

娘の祐子さんですか？」

祐子は一瞬どうして自分のことを知っているのだろうかと思ったが、そ

れ以上考えを巡らせることはしなかった。

「はい・・・・でも、今はもう両親の生きた足跡は過去のものになりま

した。わたし自身とは関係ありません」

「あなた、今の会社を辞められますか？」

「どういうことでしょうか？」
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「わたくしたちが、今のあなたの月収の２倍のお金を毎月払います。そ

のお金で内観さんがやっていた調査を続けることはできませんか？そ

れと、あなたがよろしければ、今お住まいのアパートを引き払ってこの

家に住んでみませんか？」

「えっ！」

「わたくしたちは鹿児島に行った時、あなたの淀みのない性格と優しさ

に心を打たれましたのよ。そのあなたが悲しみに打ちひしがれている姿

を見るに耐えなくて、近くに置いて守ってあげられないかと、主人とも

話していたのですよ。わたくしたちもあの子が居なくなった寂しさを慰

められますし。それに、これから記者の人たちに追い掛け廻されるでし

ょう。警察とのいろいろな対応も大変でしょう。わたしたちには使用人

がおりますから少しは役に立つと思いますし、事前に約束の無い者はこ

の家には入れませんので安全ですわよ。わたくしたちはあなたの生活に

一切干渉しませんわ。出掛ける時と帰って来た時が分かればそれでよろ

しいのよ」

「でも、わたしはそんなことをして頂けるような立派な人間ではありま

せん。あまり頭もよくないし」

「よろしいのよ、ありのままのあなたで。今すぐお返事頂かなくてもよ

ろしいのよ。よく考えてから応えて下さいな」

祐子は、もし賢が帰還できたときに賢とふたりきりの時間を過ごすこと

が難しくなることや、折角覚えた仕事を捨てることへの未練、数馬や亮

子のアパートから離れてしまうことなどいろいろ考え、賢のいない寂し

さの中で思い悩んだが、結局賢を探すことが絶対条件だと自分に言い聞

かせた。それ以外のことは総て二の次だという結論に至った。１週間し

て祐子は藤代登紀子の提案を受け入れることにした。生きているにし

ろ、既にこの世のものでないにしろ、何としても賢を探し出したかった。

そのことを思うと涙が流れたが、同時に亜希子も探し出さなくてはと自

分に言い聞かせた。一旦肯定の返事をすると、それからの処理は藤代登

紀子の指示によって電光石火のごとく進められた。指示は登紀子が雇い

人に与えているだけで、祐子に対しては時 「々ここに印鑑を押して欲し
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い」とか、「ここにサインをして欲しい」と言うだけだった。自分では

これといった手続きもしない内に祐子は藤代家に取り込まれてしまっ

た。それまでの間に鹿児島の警察署や保険会社などからいろいろな問い

合わせがあり、ほとんど寛ぐ時間を持てなかった。それに輪を掛けて新

聞や雑誌、テレビ局に追い掛け廻され始めた。祐子はできるだけアパー

トに戻る時間を遅らせた。数馬から電話を受けたが同じようなことで愚

痴をこぼしていた。藤代肇の指示は徹底していた。祐子のアパートの解

約は勿論のこと、賢のアパートも合法的に解約し、賢の荷物は全て藤代

家の倉庫に収納された。とは謂え、一人暮らしの男性の持ち物にたいし

たものは無かった。驚いたことに、藤代肇はつい先日契約しまだ家具を

設置したばかりの亜希子のマンションから亜希子の荷物を全て自宅の

亜希子の部屋に戻し家具類は処分してしまった。マンションは空室のま

まに放置して置くつもりのようであった。その処理が終わったのは祐子

が返事をしてから３日後の昼頃だった。祐子の退社も、既に藤代肇の手

が廻っていて、いつも不機嫌な部長も機嫌良く承諾し即日退社となっ

た。同僚達は驚いた。祐子は同僚一人一人にお礼の挨拶をして廻った。

そんな訳で、３日後の夕方には祐子は登紀子が出迎えてくれた藤代家の

玄関を潜っていた。

「いろいろありがとうございました」

「よかったわ。わたくしたちもこれから娘のいない苦しみが軽くなるわ。

さあいらして、祐子さん。あなたのお部屋に案内するわ」

祐子の部屋は２階にある亜希子の部屋の隣の部屋だった。大きさは優に

２０畳はあると思われるリビングルームにバス、トイレ、簡単なキッチ

ンもあり、祐子の持っていた応接セットとベッド、冷蔵庫、書棚、ダイ

ニングテーブルセットが既にきちんと設置されていたがそれでも十分

の余裕があった。洗面所には洗濯機も用意されていて、まるでワンルー

ムマンションのような感じだった。部屋の作りは祐子の居たアパートの

比ではない。１枚ガラスの窓際からは森のような庭が一望に望め、その

向こうにビルの乱立しているのが伺えた。

「祐子さん、いかがかしら？」
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「ありがとうございます。こんな素敵なお部屋に住まわせて頂いて、何

とお礼申し上げてよろしいやら」

「このお部屋はゲストルームだったのよ。あなたが住み易いように少し

改装したのよ」

「ありがとうございます。とても素敵なお部屋です」

「気に入って下さってうれしいわ。祐子さん、一つお願いがあるのよ。

できるだけ私どもとお食事を一緒にして頂きたいの。よろしいかしら」

「はい、喜んでそうさせて頂きます」

「早速、今日からでよろしいわね。今日はごちそうを用意させているの

よ」

祐子は微笑んだ。久しぶりに口元の緩みを覚えた。それと同時に祐子の

目に涙が浮かんできた。まるで家族のように優しくしてくれる登紀子

に、記憶にも残っていない母親のイメージを感じたような気がした。登

紀子は祐子に茶封筒を渡しながら言った。

「これが今月のお給料よ。あまり頑張り過ぎないでね」

「今はまだ戴けません。何もしていませんし・・・・」

「前払いに決めたのよ。だってそうでしょ、活動費がいるのですからね」

「こんなにして頂いてよろしいのでしょうか？」

「わたくしたちにはあなたが一緒に居てくださるだけで、この上ない歓

びなのよ」

夕食は藤代肇も一緒だった。ダイニング専用の部屋だった。広い部屋に

ダイニングテーブルが用意されていた。今日は都内のホテルのシェフを

呼んでフランス料理のフルコースを準備してあるとのことだった。赤ワ

インを飲みながら藤代肇が言った。

「祐子さん、よく決心してくれました。これからは家族の一員と思って、

何でも自由にしてください」

「そうよ、祐子さんはこれからは娘同様よ。亜希子にお姉さんができた

のよ」

「すっかり甘えてしまって申し訳ありません。わたしのようなものを置

いて頂けて、とても感謝しています」
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「祐子さん、これからは祐子と呼び捨てにさせてもらうよ。食事の後で、

少し庭でも散歩してみようか。外の車の音もあまり聞こえないようにし

てあるから」

藤代肇も登紀子も鹿児島にいた３日間ですっかり祐子を気に入ってい

た。しかし、その時は祐子の個人的なことについては一切質問しなかっ

た。数馬は藤代肇を意識しているようで、見ていてもその礼儀正しさや

頭の切れの良さを売り込んでいるような印象を受けた。しかし、それも

控えめだったため、むしろ４人の間にある種の心地よい緊張感とでもい

う雰囲気を作り出していた。

食事を終えると藤代肇は祐子を促して外に出た。家の周りをぐるりと一

周する形に庭が造られていて、庭の中を散策できるように歩道が設けら

れている。池が２カ所にあった。玄関に近い方の池にはアーチ状の石橋

が架けてあり、「毎朝ここから池の錦鯉に餌をやるんだ」と藤代肇が説

明した。

「ところで、祐子は内観さんのフィアンセと言っていたな。だがそのこ

とは外では口にしないほうがいい。週刊誌の記者やテレビ局が目くじら

を立てているから。もう変な記事を書いている週刊誌もある」

「はい、済みませんでした。わたしも警察でフィアンセなんて言ったの

を後悔しています。でも、わたしは内観さんを愛しています。内観さん

もわたしを愛してくれています」

「うん、そのことは妻から聞いた。しかし、暫くは誰にも言わない方が

いい。週刊誌が、亜希子達が心中したと書き立てているし、内観さんの

ことを愛人のいる男と呼んでいるようだ。内観さんを悪人のように扱っ

ているんだ」

「分かりました。今のことは今後誰にも話しません」

祐子には藤代肇が娘亜希子のことを思って話していることが、痛いほど

伝わってきた。

「今度、一度失踪事件について分かっていることを説明してくれないか

な。妻から聞いたと思うけど、わたしたちも亜希子が失踪する可能性を

秘めていることを知っているんだ。何とか原因を見つけなければならな
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い。今回の事故でも警察は「海に落ちた」と言っているが、わたしは失

踪に絡んでいるんじゃないかと思っているんだ」

「先ほど奥様からお金を戴きました。ありがとうございました。早速明

日か、明後日から暫くの間鹿児島に行きたいと思います。あそこでは以

前、原智明さんという方が失踪しているのです。内観さんはその調査の

ためにあちらに行きました。私が内観さんのしようとしていたことを続

けてみたいと思います」

「うん、原智明さんのことは聞いている。まだ内観さんの記憶も新しい

のに辛いだろうが頑張りなさい。もし何か必要なことや困ったことがあ

ったらすぐに言いなさい。いつでも、どこからでも、妻かわたくしの秘

書に連絡を取ってくれればすぐに対応するから」

そう言って藤代肇は妻と自分の秘書の電話番号を書いたメモを祐子に

渡した。祐子は部屋に戻ると自分の衣類を確認した。唯のクローゼット

と思った部分はウオークインクローゼットになっていた。そこに今まで

衣装箱に詰めてあった衣類を釣り下げた。持っている衣類を吊るすのに

はクローゼットの３分の１も必要なかった。祐子は賢が喜んだ衣類を選

んで１列目のハンガーに、あまり反応の無かった衣類を２列目に分けて

収納した。祐子は心の中で「あなた、生きていて」と呼びかけた。「賢

は自分の心の中を見抜いている。自分の身体の隅から隅まで知ってい

る」そう思うと身体が熱くなってくるのを覚えた。そして、もしかした

らもう２度と賢に会えないかもしれないと思うと、熱くなった身体も冷

めてきて、急に悲しみが込み上げ目が潤んでくるのだった。

祐子は賢達が乗った便と同じ便を使った。宿も出発前に指宿の石崎ホテ

ルを予約した。賢達が予約したホテルだ。このホテルは賢と亜希子の不

着に対してキャンセル料を請求しなかった。そういう点で良心的なホテ

ルだと祐子は思ったのだった。空港からはリムジンバスで鹿児島埠頭に

向かった。１０日ほど前にここで不安と悲しみの淵に立った４人が連れ

立ってフェリーに乗ったことを思い出した。そこからの賢や亜希子の足

取りがどうしても腑に落ちなかった。鹿児島から指宿に直接行くフェリ

ーは運航されていないのだ。何故垂水に行こうとしたのか。賢が誤って



59

乗船するはずはなかった。祐子は賢と亜希子が垂水かその近辺で誰かに

会おうとしていたのではないかと思った。失踪した原智明は鹿児島から

西に１０キロほど行った日置市に住んでいて、そこから鹿児島市内の会

社に車で通っていた。研究会の事務所は鹿児島市内にあった。空港から

指宿まで車で３時間も掛からない。フェリーを使うと乗り換え時間を入

れて４時間以上掛かるはずだった。やはりフェリーを使わなければなら

ない必然性があったに違いないと祐子は考えた。賢の姿が眼前に浮かん

では消える。祐子はその日はとりあえず宿に行くしかないと思った。鹿

児島埠頭から鹿児島駅まで、キャリングケースを引きながら歩いた。日

差しが強く汗が滴り落ちてきた。祐子は歩きながら、亜希子の両親が自

分を自由に活動できるようにしてくれたことに感謝した。もしあの時藤

代肇と登紀子の救いの手が差し伸べられなかったら、自分は多分自暴自

棄になって会社を辞め、この鹿児島に来ていたに違いない。

鹿児島から指宿枕崎線に乗った。電車は空いていた。祐子の乗った車両

には２組の観光客風のグループと、地元の人と思われる人たちが１０人

ほど乗っていた。指宿までは１時間程掛かった。山肌に沿って走り、田

園風景の中を進む電車の車内に、サツマイモを発酵させたいわゆる薩摩

焼酎の臭いが漂ってきて鼻を突いた。誰かが車窓を開けているのだ。指

宿駅で降りると、駐車場の脇に南国を思わせる椰子の木が数本植えてあ

り、南国調の静かな空間が広がっている。祐子はホテルに電話した。空

港で予約を入れた時、指宿駅に迎えに来てくれると言っていた。１０分

ほど待つとドアに石崎ホテルと大きく書いてあるライトバンが来た。

「崎野様でいらっしゃいますか？お待たせ致しました。石崎ホテルです。

ようこそいらっしゃいました。お荷物はこちらでしょうか？」

祐子が頷くのとほとんど同時に運転手が横に置いてあったキャリング

バッグを車に載せた。祐子は慌しい人だと思ったが、言われるままに車

に乗り込んだ。運転手は早速祐子に話し掛けてきた。

「いい天気でよろしいですね。でもお暑かったでしょう。どちらからい

らっしゃったのですか？」

「東京からです」



60

「飛行機でいらしたのですか？」

「はい」

「指宿は初めてですか？」

「いいえ、わたしの友達が鹿児島にいるんです。一度友達を訪ねてこち

らに来たことがあります。もう５年ほど前のことですが」

「そうですか。こちらへは観光でいらっしゃったのですか？」

「いいえ、少し調べたいことがありまして」

「そうですか？どんなことをお調べになるのかお聞きしてもよろしいで

すか？」

「はい、先日鹿児島湾で行方不明になった人を探しているのです」

「そうでしたか。あの事故のことを調べにおいでで」

「はい」

「あの事故もよく分からない事故でしたね」

そうこうしているうちにホテルに着いた。運転手は車の扉を開けて祐子

に「足下にお気を付けて」と言うと、後部ドアを開いて荷物を降ろし、

それをフロントまで引いて行った。石崎ホテルは南国のイメージを印象

付けるようなホテルだった。建物の周りに蘇鉄が植えてあり、そのため

に外からロビーを窺うことができない。フロントの女性は２０歳前後で

小柄だった。

「いらっしゃいませ。ようこそ石崎ホテルにお越しくださいました。海

岸に面したお部屋をご用意致します」

先ほどの運転手が部屋まで荷物を運んでくれた。祐子は礼を言って部屋

に入り、畳の上にしゃがみ込んだ。急に疲労が襲ってきた。電話のベル

で目が覚めた。８時を回っていた。食事を摂るようにとの案内だった。

チェックインの時、７時から食事が摂れると案内していたのを思い出し

た。祐子はすぐ食事の用意されている大広間に降りた。大半の客が既に

食事を済ませていた。３０ほどあるテーブルの内まだ食事中の客は３組

で、窓際の席からは食事を終えた人たちが順次席を立って行った。仲居

がやって来て飲み物の注文を聞いた。祐子はあまり意識せずにビールを

頼んだ。賢と一緒に泊まった宿ではいつもビールを呑んだ記憶があった
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からだ。仲居がビールをグラスに注いでくれた。あまり食事に手を付け

ずにビールを飲んだ。自分でも酔いがまわってきていると感じた。メイ

ンは肉料理だった。祐子は酢の物と煮物に手を付けただけで、ビール瓶

が空になると席を立った。足下が覚束ないような気がした。そこから部

屋へは一度ロビーを抜けて行かなくてはならない。祐子はロビーにある

ソファーに腰掛けてぼんやり賢を思った。

「失礼ですが、お一人でお泊まりですか？」

祐子は虚ろな目を声のする方に向けた。２７，８歳の背広を着た男性が

立っている。

「えっ？」

「こちらに掛けさせて頂いてもよろしいでしょうか？」

「・・・どうぞ」

男は祐子に向かい合って反対側のソファーに腰掛けた。

「どちらからお越しで」

「・・・・・」

祐子はふっと息を吐いただけで応えなかった。

「ごめんなさい」

祐子はそう言って立ち上がった。立ち上がる拍子に身体がふらついた。

男がすぐに立ちあがり、

「大丈夫ですか？」

と言って祐子の腕を支えようとした。祐子は息を吸い込んで男からパッ

と遠ざかったが、男は祐子の腕を取ろうと手を差し伸べたまま後を追っ

て来た。

「本当に大丈夫ですか？」

「放っておいてください」

祐子は急ぎ足でそこを離れた。エレベータを使おうと思ったが、男が来

る気配を感じて階段で行くことにした。２階まで駆け上がると男が後か

ら附いて来るのが分かった。祐子は早足で歩いた。男は素知らぬ顔で歩

調を早めて来る。階段を上がり切ると男はもう３メートルほどに近付い

ている。祐子は廊下を駆けて部屋に入り中から鍵を掛けた。男がドアの
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前を通り過ぎたのが分かった。暫くして祐子は賢のトラベルバッグの中

から３冊のノートを取り出し「失踪事件調査ノート」を開いてみた。７

つの失踪事件について４ページ置きにタイトルと事件の概要が記入さ

れている。そして、既に調査を行った第１の浄蓮の滝、第２の遠野、第

４の大山に関しては多くの書き込みがあった。更に第８のケースとして

あのレストランでの賢と亜希子の消滅、第９のケースとして大山での亜

希子のテレポーテーション、第１０のケースとして亜希子の花巻へのテ

レポーテーションが記入されている。第２の遠野の消滅事件の考察欄に

は「意識の働きで、人はあらゆることを現実化できる。消滅したのも一

つの強い意識の働きによるものだと思われる。消滅した人の意識と消滅

させようとする存在の意識が同調した時に消滅は起きると思われる」と

書かれている。祐子はノートの最後のページまでさっと繰ってみた。最

後から２ページ目に、<意識の働き>というタイトルが打ってあり、そこ

に賢の見解が述べられていた。

「人はいつも選択している。無意識の選択の結果が今ここにある人生の

形を創っている。クリシュナがアルジュナに言った言葉を忘れてはなら

ない。選択を迫られた時、何を選ぶかによりこの世界に存在した意味が

異なってくる。クルクシェートラの戦いでパーンダヴァ家と戦う時、ク

リシュナは哀れみより正義を選ぶように教えた。そしてもっと大事なこ

とは、アルジュナに勇気に基づいたもっと強い意識を持つように諭して

いることだ。グルジェフも自己生起せよと言っている。これも生きた意

識を持てということだ。和尚は思考の道を捨て、唄い、踊り、意識の世

界で生きよと言っている。意識を正の方向に向け、感謝と感動の中にい

れば絶対存在の世界が現れ、すべてが自分を祝福してくれる。意識を負

の方向に向け、落胆や嫌悪の中に浸っていれば、地獄のような負の世界

を形作るあらゆる要素を引き付ける」

賢はそこにこの事件の最終的な結末を予測している。

「全ての失踪者は違う時空間に迷い込んでいるのだと思われる。つまり、

この世界の観点からすると生きているということだ。失踪した者が持つ
．．．．．

意識がこの世界から求める者の意識と合致すれば生還できるはずだ」
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祐子の胸に灯火が灯った。賢と亜希子は海に落ちたかも知れないが死ん

だという形跡は無い。絶対生きていると感じた。必ず探し出そうと決心

した。そう決めると気持ちが軽くなった。今まで悩んでいた自分が可笑

しかった。自分は賢が消えた悲しさに捕らわれ、負の意識を持ち続けた

ため、さっきの執拗な男の追跡を受けたのだと考えた。折角亜希子の両

親が用意してくれたこの上ない条件を無駄にしてしまうところだった。

祐子はペンを取り出し、第１０のケースの４ページ後に第１１のケース

として「賢と亜希子の鹿児島での失踪」と書いた。そしてノートに賢が

書いたのと同じように先ず<事件の概要>と書きこの出来事の概要を記

入した。次に<調査項目>として１．人間関係、次の行から一行置きに

２．地域情報、３．周囲環境情報、 ４．エントロピー、 ５．物質的

側面、 ６．精神的側面、 ７．時間的側面、８．空間的側面、９．意

識的側面、１０．判断 と書き、最後に、<考察>の欄を設けた。そして

１０の判断の箇所に、「生還可能」と書いた。一旦ノートを閉じると祐

子は浴衣に着替え風呂に行くことにした。既に酔いは醒めている。浴室

はさっき食事をした大広間の奥にある。階段を降りてロビーに出た。さ

っきの男が浴衣姿でソファーに腰掛けていた。祐子はいつもの祐子に戻

っていた。男と目が合うと祐子は軽く会釈した。男は寄って来て、

「今からお風呂ですか？」

と言った。

「ええ」

男は祐子の胸の辺りをちらりと見て、

「あとで、一杯如何ですか？」

と言った。

「済みません、連れが待っておりますので失礼致します」

男は一寸祐子の来た方を見てから

「そうですか、それは残念」

と言ってソファーの方に戻って行った。祐子にはそれ以上付け入る隙が

無かった。男はソファーに座ると風呂から上がって来たと思われる若い

ふたりの女性の方に視線を移した。祐子は小気味よさに微笑みながら風
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呂に向かった。指宿の風呂は海岸線に面している為か塩分を含んでいる

ようだった。石鹸の泡立ちがあまりよくない。浴場には５人ほどの中年

の女性が入っていた。鹿児島弁の大声で話している。祐子は静かに湯船

に浸かった。湯船は１０メートルほどの長さがあり海岸線に沿うように

造られていて、半分曇った窓からは遠方の光が海面を照らしているよう

に見える。しかしそれはガラス窓に映った浴室のライトの反射光だと気

付いた。よく見ると海は漆黒の中にあった。「ふたりは海の中にはいな

い」という感覚が確信に近くなってきた。祐子には賢達のような超常的

な経験は無い。自分の五感に頼って調査を進めるしかないのだ。明日は

鹿児島の原智明研究会の事務所に行ってみようと考えた。部屋に戻ると

電話機のメッセージランプが点滅していた。フロントに電話すると鹿児

島の友人内村沙織からの「電話を欲しい」というメッセージを伝えられ

た。祐子は東京でホテルの予約を取ってから沙織に電話をしていた。沙

織はやや小太りで小柄な一見堅苦しいイメージを持った女性だが、祐子

と同じような屈託のない明るい性格をしている。鹿児島に着いたら直ぐ

に電話をよこすように言っていた。しかし、祐子は気力が失せていて、

そのことをすっかり忘れていた。この石崎ホテルには１泊の予約しかし

ていなかった。明日は鹿児島市内のホテルに泊まるつもりだった。その

ことで沙織に相談する必要もあったのだ。沙織の声は明るい。

「もしもし祐子、遅かったじゃないの。今日は指宿でしょ。明日の予定

はどうなっているの？」

「ごめん、一寸うっかりしていて。今お風呂に行って来たばかりよ。明

日の宿をこれから探そうと思って。沙織、鹿児島市内にいいとこ無いか

な」

「馬鹿ね、わたしんちに泊まればいいじゃない」

「でも、悪いわよ」

「いいのよ。そのつもりで、明日お休みを取ってあるから」

「ほんと！感謝！・・・じゃあ、明日チェックアウトしたらすぐに鹿児

島に向かうわ」

「何時頃になるかな」
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「こっちを８時にはチェックアウトするわ」

「それだと、大体１０時頃かな」

「うん、電車の時間が決まったら電話するわ」

「うん、待ってる。それじゃあ明日ね」

沙織は鹿児島駅に軽乗用車で来ていた。祐子は沙織の姿を見付けると、

急いで近付いた。

「沙織この間はありがとう。あの時は気が動転していて、ろくに話もで

きなかったわ。ごめんね」

「いいのよ。だけど、今日は元気じゃん」

「賢くん絶対生きているって確信したのよ。そうなると、こうしちゃい

られないと思って自分に渇を入れたんだ」

沙織はクックと笑った。

「あんた、内観さんのこと好きなんじゃないの？」

「分かる？」

「分かるわよ。いつも内観さんのことしか話さないじゃない。どこまで

いったの？」

「うふふっ、どこまでだと思う？」

「ねえ、もういくとこまでいったの？」

「さあね」

「それはごちそうさま。今日はお昼祐子の奢りね。この近くにおいしい

豚骨ラーメンの店があるのよ。行ってみる？」

「うん、だけどまだ一寸早いじゃないの。その前に警察に寄ってみたい

の。その後何か分かったか聞いてみたいのよ」

「そうだね」

ふたりは警察の捜査第１課に行ってその後の経過を聞いた。警察は既に

心中か事故死と決めて掛かっているようで、祐子は話を聞いていても気

分がよくなかった。

「それじゃ、もう生きている可能性は無いということですか？」

「そんなことは言っていませんが、まあ生存の可能性は非常に低いでし

ょうね」
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祐子は心の中で、「彼らの判断も止むを得ないか」と思ったが、同時に

「見てらっしゃい、わたしが探し出して驚かせてやるわ」と意気込んだ。

賢がよく言っているように普通の人にとって、海の上の様な逃れようの

ない場所で消息を絶つということは死を意味するのだと思った。この日

も暑かったが、猛暑の続いた先週に比べると暑さも峠を越えたような感

がある。しかし、木々のある場所では蝉の声が暑さを際立たせていた。

豚骨ラーメンの店は駅前から少し離れた県道の脇にあった。祐子は「こ

ってりしていて美味しい」と思った。久し振りに食べ物の味を味わった

ような気がした。

「わたし、賢くんが生きていると決めたらすべてに前向きになったの」

「ふぅん、そんなものかな」

沙織はそう言いながら麺を啜った。祐子は「沙織が麺を啜っている時の

顔はお多福に似ている」と思い、そんな風に感じた自分の気持ちを責め

た。

「今日ね、夕方コンパがあるのよ。祐子も来てみない？会社の仲間が５

人いるから原智明さんのことも聞けるわよ。わたしは彼とは別の部署だ

ったから祐子に話したことは又聞きなのよ。原智明さんと同じ部署の人

が２人いるのよ。きっと、わたしより詳しい情報を持っていると思うよ」

「うん、行く行く、後で連れてって。ところで午後はもう一度フェリー

に乗ってみようと思うのよ。船の上で甲板に出てみるわ」

祐子と沙織はフェリーの甲板で海を見つめていた。桜島が美しい。

「御岳はいつ荒れ狂うか知れないのよ。この前噴煙をまき散らしたとき
おんたけ

は大変だったわ。今日みたいに静かにしていてくれると、ほんとに美し

いんだけど」

「そうね、本当に素晴らしい風景だわ。雨が降るとどんな風に見えるの

かしら」

「わたし雨の日に船に乗ったこと無いのよね。ある人によると、霞の中

に立つ姿が仁王の様で怖いそうよ。最近は静かだけど、何しろよく噴火

するから。火砕流や降灰がある時は大変よ。前に２メートルもある石が

降って来て鹿児島のホテルの屋根を突き破ったことがあるのよ。兎に角
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怖い山なのよ。でも美しい。昔ここに木埜花咲椰媛を祀った神社があ
こ のはなさく やひめ

って、その名前から桜島となったなんて話もあるのよ」

「ふぅん。雨が降っているとき、甲板に出たりしたから木埜花咲椰姫尊

の怒りに触れたのかな。それにしても木埜花咲椰姫尊は日本中どこにで

も祀られているのね」

「えっ？」

祐子は白い波を見ていると、また賢のことを思い出した。賢を呼んでみ

ようと思った。

「賢くーん」

祐子は声を張り上げて叫んだ。木霊が返って来た訳ではないのだが、祐

子は自分が呼ばれているような気がした。

「賢くーん」

また、自分が呼ばれている感覚を覚えた。沙織は呆気にとられている。

船内から数人の男女が甲板に顔を出た。何事が起きたかというような顔

をしている。祐子はふっと息を吐いた。胸に自分を求めて呼び掛けてく

るような感覚がする。賢だと思った。しかし次の瞬間、自分が只そう想

像しているだけかも知れないという気がした。すると呼び掛けられてい

る感覚は消えた。

夕方のコンパには祐子と同じ年代の男女１０人が集った。祐子も参加し

たので女性が一人余った感じになった。祐子は沙織の隣の席に座った。

お互いの自己紹介から始まったが、沙織の番になった時、沙織は祐子の

ことも一緒に紹介した。全員が興味津々な顔で見つめている。特に男性

は祐子が美人なため、ひときわ興味を覚えたようだった。沙織の会社の

同僚は女性３人に男性２人、相手方は大手の電機会社の社員で、反対に

男性３人、女性２人だった。女性は特に美人ということもないが、１０

人並な顔立ちだった。男性はどちらかというと男臭い感じが強い。中に

一人だけ面長の大人しい男性がいた。初めにあみだ籤で席を入れ替え
くじ

た。男性と女性が交互になった。祐子は沙織とペアの形にさせてもらっ

た。祐子の隣には筋肉隆々といった感じの身体の大きな、眉毛の濃い男

性が座った。色黒で一風インド人の様な印象を受ける。男性は大木とい
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う名前だった。その男性が向かい合った２つの横長テーブルの片側の端

に着き、祐子は端から２番目の席だった。ビールで乾杯すると、少し堅

い雰囲気が崩れてきた。隣の男性が祐子に

「東京からですか。僕も学生の頃東京に住んでいました。東京のどちら

にお住まいですか？」

とかしこまって聞いた。

「今は青山に居ます。ほんの少し前まで、江東区にいたのですが」

「僕は国領のアパートにいたんですよ」

「そうですか。調布ですよね」

そう言いながら祐子は大木のグラスにビールを注いだ。

「もう５年も前のことですから、大分記憶も消えて来ましたけど」

祐子は原智明のことを聴きたかった。

「あのー、大木さんはあの失踪事件の原智明さんのことご存じです

か？」

急に話を逸らされたが、大木は平然と応じた。

「ぼくは別の部です。そこの鶴岡が同じ課です。あの事件に興味がある

んですか？」

「はい、わたしはあの事件と今度起きた海上での失踪事件について調べ

に来たのです」

「へえー、雑誌社の人ですか？」

「いいえ、わたしの知り合いが今度の事件で失踪してしまったのです」

「本当ですか！・・・・おい、鶴岡、今の話し聞いたか？」

隣の席の小柄でやせ気味な女性と話をしている鶴岡は静かな印象を与

える男性だった。

「うん、今日もみんなで「今度の事件が起きた状況は原智明が失踪した

ときと似ているな」って話していたばかりだ。原の時も雨が降っていた

し、それに・・・・あいつも垂水に行くって言ってたんだ。会社を出て

からのことは分からないけどな。あいつ天才的だったし、聴くところに

よると今度失踪した人達も優秀だったみたいだしな」

祐子は一体誰に賢や亜希子が優秀な人間なんて聴いたんだろうと思っ
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た。でも、賢を悪く言っていないので悪い気はしなかった。隣の大木が

「祐子さんは今度失踪した人たちとどういう関係？」

と聞いた。

「仲のいい友達です」

「唯の友達？」

「わたしたち仲間だったのよ。いつも一緒に集まって行動している仲間」

「そうか、それは心配だよな」

鶴岡の方を向いて祐子が訪ねた。

「原さんが失踪する前のこと教えて頂けないかしら」

「どんなこと？」

「失踪前に原さんに何か変わったところがなかったか聴きたいのです

が」

「どうしてそんなことに関心があるんですか？」

「わたくし達、失踪と意識の作用の関係を調べているんです。その結果、

変わった行動を取るってことも含めてですけど」

鶴岡は見かけによらず明快な話し方をした。

「意識と言えば、原もよく意識がどうのこうのと言っていたんですよ。

あいつはその割にぼーっとしていることが多くて、街で擦れ違ってもこ

っちに気付かないことがよくあったな」

「原さんはどんなことが好きだったんですか？」

「そうだな、特に何かに凝っているってことは無かったようだけど、変

わった物が好きだったな。それも電気製品や自動車みたいな人工的なも

のではなくて、動物とか植物とか自然にあるものに興味を持っていたみ

たいだな。よく、「人は具体的に考えることができれば何でも作れる。

だから人の作ったものはたいしたことがない」なんて言ってたな。意識

については「人は意識の重要性を忘れている。意識で自分を創っている

のにな」なんて言ってたよ。前に俺のところに来て「鶴岡さん、この前

トカゲの卵を見つけたんです。それで飼ってみようと思って、３センチ

角の小さな入れ物を作って中に砂を入れて、その入れ物に卵を入れてお

いたんです。トカゲが孵化して生まれてきたんで、小さな虫なんかの餌
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をやって育てていたんだけど、いつまで経っても小さいままで大きくな

らないんです。分りますか、これも意識の作用なんですよ。動物は感覚

と意識しかありませんから、感知した壁の内側を意識が自分の生きる領

域と決めてしまったんです。だから大きくなれないんです。動物は感覚

が意識と直結しているんですね」なんて言っていたよ。僕は「変なこと

を言う奴だな」って思ったのを覚えているよ」

その時、祐子と反対側の列の真ん中にいた髭のそり跡がはっきりと分か

る目のぎょろっとした男性が、

「さあ皆さん、ここらで一つゲームをしませんか？」

と言った。皆あまり気が進まないような感じだ。誰も乗って来ないのを

見て、

「じゃ、ひとつ皆で歌を歌いましょう」

と言った。この男性は電気会社の人間だ。

「小原節、いいかな。１、２で歌い始めてね。いち、に、花は霧島、煙

草は国分 燃えて上がるは オハラハー桜島 ヨイヨイヨイヤサット

見えた見えたよ 松原越しに 丸に十の字の オハラハー帆が見

えた ヨイヨイヨイヤサット 雨の降らんのに 草牟田川濁る 伊
そ む たがわ い

敷原良の オハラハー化粧の水 ヨイヨイヨイヤサット」
しきはら ら

電気会社の男が声を張り上げて掛け声を入れた。全員が手拍子を取りな

がら歌った。歌っている間に全員の意気が高揚してきた。今まであまり

話さなかった女性達がよくしゃべり出した。沙織もそれまで祐子達の話

に耳を傾けていたが、掛け声を掛けた男性に民謡のことを話題にして話

し掛けている。沙織と男性の話が途切れたとき、沙織が祐子に「一寸み

んなに原君のこと聞いてみるわね」と言った。沙織は声を強めて、

「みなさぁん、一寸質問。誰かあの天才原智明君のことで、変わった話

を知っている人はありますか？」

原智明については全員が知っている様だった。祐子と同じ列の端にいる

大城美香が話し始めた。美香は原智明と同じ部署で働く背丈の大きい女

性である。話し方に抑揚があり全員を釘付けにした。

「わたし、面白いところを見たことがあるの。わたしが町はずれの民家
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の建て込んだ坂道の上の方を歩いていた時だけど、坂を少し下ったとこ

ろで原智明さんが、坂道を下って来た自転車にいきなり体当たりした

の、自転車に乗っていたのは中学の女子生徒だったんだけど、いきなり

ぶつけられたから、ハンドルをブロック塀にぶつけて横倒しになってし

まったの。彼女膝を擦りむいてしまったの。その子、半べそをかきなが

ら自転車を起こそうとしていたのね。わたしは坂道の上から駆け下り

て、女生徒が自転車を起こすのを手伝ったわ。正直、原さんには憤慨し

ていたの。そうしたら、坂を登って来た中学の男子生徒が３、４人集ま

って来て原さんに食って掛かったの。一人が突き飛ばすように原さんの

胸を突いたわ。でも原さんは黙って男子生徒のするままになっていた

の。その時、坂の下の交差点を爆音を轟かせた暴走族のような黒い車が

猛スピードで横切ったのね。その音がブン・ブンと凄かったので、みん

なびっくりしてそっちを見たのよ。そしたら、後ろの方にいた男子生徒

が、「おい、佐藤よせ！今、彼女、危なかったんだぜ。もしこの人がむ

りやり彼女を止めなかったら、今頃は悲惨な事故になっていたぜ」と言

ったのよ。その突っかかって行った男子生徒が「ばか、ブレーキ掛けり

ゃぁどうってことねーよ」といったの。ところが、原さんが「この自転

車、ブレーキの効きが悪い。あの自動車が交差点に入るのと、この自転

車が交差点に入るのが同時だったんだ」と言ったの。原さん、あの少し

前に遠くにあの自動車の走っているところが見えたんだって。みんな

「取って付けた屁理屈だ」って思ったのよ。そしたら、中学生の女の子

が「わたしの自転車、ここのところブレーキの効きが悪いんです。この

坂道はいつもは通らないんでそのことを忘れていました。今言われてぞ

っとしました」と言ったの、中学生の男子生徒達は、原智明さんに向か

って口々に「すみませんでした」と言っていそいそとその場を離れたの。

わたし、「どうしてそんなことが分かるの？」と聞いたのよ。そしたら、

原さんが「計算した」って言うの。ねえみんな、信じられる？」

皆、一言も喋らずに聞いていた。美香が

「やっぱ、原君天才よね」

と言うと、祐子の隣の大木が
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「だけど瞬時に今走っている自動車や自転車のスピードを割り出して、

現在いる場所から交差点までの距離を目測して、到着時間を計算するん

だろう。原智明の頭の構造はどうなっているのかな」

と言い、美香の対面の男性が

「だけど、なぜブレーキが効かないって分ったのかな」

と言った。美香が

「わたしも不思議に思って訪ねたの。そしたら、原さん、「女生徒がず

っとブレーキを掛けていたのを見ていた」と言っていたわ。ブレーキを

掛けようとする意図が自転車に作用し切れていなかったって言ってた

わ。原さんが急に自転車に突進したのは自転車が暴走していると知った

からなのね。わたしには、自転車が特に暴走しているようには見えなか

ったんだけど」

皆それぞれに原智明の話をしていた。それらは何れも原智明に対する賞

賛や疑問についての話だった。美香が再び話し始めた。

「原さん、居なくなった日は朝からそわそわしていたの。仕事をそっち

のけでＰＣに向かって何か計算式を作っていたようなの。今日は来てな

いけど、昼近くになって主任の榊山さんが、「おまえ、何やってんだ」

と言ったのよ。そうしたら彼、「榊山さん、もう仕事をしている場合じ

ゃないんですよ」と応えたんです。勿論榊山主任は聞き捨てならぬとば

かりに、「おまえな、会社から金もらってんだから働け」と幾分強い口

調で言ったのよね。そうしたら原さんたら、「これで、世界が変わるか

ら、結果的に会社のために働いているんですよ」と応えたのよ。流石に

榊山主任も呆れてそれ以上何も言わなかったわ。それから３０分ほどし

て原さん、「できた」と言ってＰＣの電源を切ると、行き先掲示板に外

出って書いて、課長に「一寸業者に会いに外出してきます」って言って

出て行こうとしたの。課長が「原、どこに行くんだ」って言うと、「垂

水ですよ」と言ったの。課長はてっきり垂水にある垂水中央産業だと思

ったから、「分かった」って言ったのよ。それっきり原さん戻って来な

かったの。後で垂水中央産業に電話して確認したんだけど、原さんと会

う約束なんか無かったみたい」
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沙織が、

「原智明君のＰＣのデータ調べてみた？」

と聞いた。

「だめよ、データは全部暗号化されていて、分からないの。それに原さ

ん、いつも「このデータは誤解を生む危険性がある。悪用されると、と

んでもないことになるんだ」って言っていたから何となく不気味で。誰

もそれ以上追求してないのよ」

それから暫くはそれぞれ自分の気に入った相手と話が進んでいたが、や

がて２次会に向かうグループとそこで帰るグループに分かれた。沙織は

祐子を伴って帰宅の途に就いた。ふたりは鹿児島中央駅から鹿児島本線

で一つ目の駅上伊集院で降りた。沙織の家は駅から歩いて１０分ほどの

住宅街にあった。それほど大きくはないが、２０坪ほどの庭を持つ２階

建ての家で、沙織の母親が出迎えてくれた。沙織が既に話をしてあるよ

うで、母親は

「祐子さんね。よくいらっしゃったわね。さあどうぞ上がって」

と言った。沙織が母親と祐子を交互に紹介した。祐子は自分があまり酒

を飲まなかったことにほっとして、

「初めまして、崎野祐子と申します。夜分お邪魔して、申し訳ありませ

ん」

と挨拶した。沙織は祐子を促して居間に入った。居間は８畳程度で、３

人掛けのソファーとシングルソファー２つが中央に陣取っていた。シン

グルソファーに父親と思われるずんぐりとした５０歳前後の男性が掛

けていた。男性はやおら立ち上がると、にこにこしながら言った。

「いらっしゃい」

「東京の祐子さんよ。祐子さん、こちらが父よ」

沙織がきちっと紹介をした。

「崎野祐子と申します。夜分遅くに申し訳ありません」

「祐子さん、ゆっくりしていってね。鹿児島にはいつまでいらっしゃる

の？」

と母親が聴いた。
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「１週間ほど滞在しようと思っています」

「そう、それじゃ、その間うちに泊まるといいわ。沙織、そうして頂き

なさい」

「ありがとうございます」

きちんと片付いた綺麗な部屋だった。ふたりは暫くの間居間に居て、祐

子が鹿児島に来た経緯などについて両親と会話してから、沙織が祐子を

自分の部屋に案内した。沙織の部屋は２階にあった。２階には２部屋あ

り、沙織の部屋は突き当りの部屋だった。もう一つの部屋は２歳年上の

兄の部屋とのことだった。沙織達の家族がここに引っ越して来たのは父

親の転勤の時、今から６年前のことで、祐子達がまだ大学生の頃とのこ

とだった。大学を卒業すると祐子はそのまま東京の企業に就職したが、

沙織は一旦自分の家に戻りそこで就職先を探した。大学を卒業した女子

の就職口はほとんど無かったが、父親の会社の取引先の社長の紹介で地

元の酒造会社に就職することができた。それも正規社員として採用され

たので沙織は父親に対して尊敬と感謝の気持ちを一層強めた。元々父親

に甘える娘だったので、家族から見ると特に変わった様子はなかった。

沙織の兄はどちらかと謂うと不活性な質で、電子技術関連の専門学校を

卒業したが就職先が決まらず、フリーターでいた。時々アルバイトを見

付けて来ては勤めていたが、２、３ヶ月で直ぐに辞めてしまい、また暫

くは家に閉じ籠っているという生活を４年以上も続けている。両親は兄

が専門学校を卒業したばかりの頃いろいろ就職先を探すのを手伝って

いたが、本人に気力が無いのを知ると、暫く様子を見ようと決め込んで、

特に強く叱ったり責めたりすることはしなかった。夜９時を回ってい

る。沙織達が部屋に入ると、母親が紅茶とケーキを持って来た。沙織の

部屋は７畳半の和室で畳の上にシングルベッドを置いてある。ベッドの

横の畳の上に布団が一式用意されていた。祐子は心遣いに感謝した。ベ

ッドの脇に小テーブルと椅子が２脚置いてあり、何となく畳の部屋にマ

ッチしない感じだった。

「ベッドとテーブルはこの間買ったばかりよ。本当は洋室がいいんだけ

どね。なかなか言い出しにくくて」
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沙織が言った。ふたりは母親の持って来てくれた紅茶を飲みながら一息

ついだ。

「明日は原智明さんの研究会に行ってみたいと思っているの。場所はこ

の近く？」

「うん、鹿児島市内にあるわ。ここが住所よ。ごめんね、明日はわたし

会社休めないのよ」

そう言いながら沙織は予め用意していたと見られる手書きの簡単な地

図で原智明研究会の事務所の場所を祐子に示した。城山という地名の住

宅地の中にあるようだ。鹿児島中央駅から１キロ程度の距離とのことだ

った。沙織は祐子にベッドを与え、自分が畳の上に敷いた布団で寝た。

翌朝起きるとふたりはすぐに着替えてから、１階の洗面所に降りて顔を

洗った。タオルで顔を拭っている時、祐子は背後に背の高い男がぬっと

立っているのに驚いた。

「お兄ちゃん、おはよう。今日は早いじゃないの。一寸悪いけどもう少

し待ってて」

「おはようございます」

祐子も挨拶した。

「おはよう。沙織、友達？」

「友達の祐子さんよ。祐子さん、お兄ちゃんよ」

兄は「よろしく」と言った。祐子は幾分緊張した。洗面所は２人入ると

一杯で、これ以上人の入る余地は無い。祐子は急いでタオルと歯ブラシ

を手にすると、「お先に済みません」と言って洗面所から出た。兄は興

味深そうに祐子を見つめている。この朝の祐子の姿には瑞々しさと、弾

けるような輝きがあった。祐子は沙織の家族の中に入り込んでいること

に多少の戸惑いを感じた。寝起きの顔を知らない男性に見せるのは何と

なく恥かしかった。やはりホテルに泊まろうと思った。祐子は沙織の部

屋に戻ると急いで荷物をまとめ、トラベルバッグを持参して階下に降り

た。沙織は既に着替えを済ませて席に着かずに祐子を待っていた。祐子

がダイニングルームに入って

「おはようございます」
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と言うと父親が

「休まったかな？」

と言った。祐子は沙織に促されて席に着いた。

「はい、ありがとうございます」

沙織の兄も既に席に着いている。食卓には家族全員が揃った。

「お兄ちゃん、珍しいじゃない。みんなと一緒に朝ご飯するなんて、何

ヶ月ぶり？」

母親は食事をテーブルに並べながら微笑んでいる。

「いいじゃないか」

沙織の兄はやはり祐子を意識しているようだった。食事をしながら母親

が祐子の予定を聴いた。もっと泊まってゆくように促す両親に礼を言っ

て、少し遠くに移動するかも知れないとの理由で 暇することにした。
いとま

食事を済ますと少しして、祐子は沙織と共に家を出た。出がけに何度も

礼を言った。両親が玄関で見送ってくれた。玄関を出る時、兄が居間の

ドアを開けて覗いているのが分った。ふたりは電車で鹿児島中央駅まで

行ってそこで分かれた。沙織が「夕方また会おう」と言った。ふたりは

午後６時にスマホで連絡を取り合うことにした。

駅に着くと祐子はトラベルバッグからノートとペンを取り出してハン

ドバッグに入れた後、トラベルバッグをコインロッカーに預け、駅の旅

館案内でホテルの予約をした。垂水に宿泊したかった。幸い垂水の温泉

ホテル江陽館に空室があった。祐子はそこを予約してから、鹿児島埠頭

に行った。海を見たかった。いつの間にか賢のことが頭を占領していた。

無性に賢に会いたかった。鹿児島埠頭に着くと祐子はじっと海を見つめ

た。丁度フェリーが着岸していた。フェリーの乗り場は観光センターの

ような造りになっていて、待合室の前に土産物店が並んでいる。祐子は

ビルの建物を出て桟橋に入る脇の岸に佇み、着岸したフェリーから降り

て来る人々を見ていた。知らない内に降船客の中に賢の姿を求めた。賢

が降りて来るはずもない。全員が降りてしまうと、また空虚な感覚に包

まれた。ふと祐子は自分が誰かに見られている気がした。振り向いてみ

たが人影は無かった。桜島が静かに鎮座している。今日も暑くなりそう
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だと思った。祐子は中央駅に戻ることにした。夕方もう一度ここに来る

ことになる。賢と亜希子が消えたことなど、祐子意外にもう誰も意識し

ていないようだった。祐子は中央駅に戻った。途中にある鹿児島中央署

に寄ってその後の経過を聴いた。進展は無かった。前回訪れたときから

あまり調査をしていないのではないかと思われたが、祐子は「よろしく

お願い致します」と頼んだ。心からそう思ったのだ。本当に何とか見つ

け出して欲しかった。祐子は中央署を出ると涙ぐんだ。どうやって賢を

探せばいいのか皆目見当も付かなかった。９時半を回っていた。祐子は

沙織に教えてもらった住所と簡単な地図を頼りに研究会のあるという

城山町に向かった。市内電車が走っていたが、どこで降りたらよいかも

分からないため歩いてゆくことにした。日差しが強くなってきていた。

陽光がビルに遮られた場所を通ると、再び誰かに追跡られているという
つ け

感じがした。振り向いても誰も居ない。祐子は錯覚かと思った。研究会

の事務所は市役所や美術館のある市の行政区にあるマンションの５階

にあった。表札などは無く、ただ入り口のドアに写真のＬ版程度の大き

さの白地に黒の明朝体で原智明研究会と印刷された紙が貼られている
．．．．．．

だけだった。その紙が無ければ普通の住居の入り口と思ってしまうほど

だ。祐子が呼びリンを鳴らすと、６０歳過ぎに見える男性がドアを半分

ほど開けて顔を出した。

「どなた？」

「はい、崎野祐子と申します。東京から参りました。以前こちらに伺っ

た数馬さんの知り合いの者です」

「ああ、あのビジネスマンの樋口数馬さんとね。あんたも研究会に興味

があるとか？」

「はい、お話を伺わせて頂きたいと思いまして」

「まだ誰もおらんじゃど。働いている人がほとんどなんで夕方にならん

と人が集まらんじゃが」

「はい、でも原智明さんについていろいろな情報をお持ちだと聞きまし

て、是非一度伺いたいと思いました」

「そげんや。だども誰もおらんじゃが・・・・」
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そう言いながら男性はドアを大きく開けて「どうぞ」と言った。入り口

を入ると半畳ほどの土間がありすぐに廊下になっている。祐子は「失礼

します」と言って中に入った。奥が２０畳ほどの居間の様になっており、

そこに３人掛けのソファーが２脚置いてあった。センターテーブルの横

にはマガジンラックがあり、その中に何冊かの小冊子が挟んである。部

屋の片隅に書きものができる机と半間幅で高さ２メートルほどの書棚

が置いてあり、科学雑誌や天文関係の書籍、生物学の書籍、哲学書など

が無造作に放り込まれていた。その間に何冊かのファイルが立て掛けら

れている。それらのファイルに祐子の意識は惹き付けられた。居間は別

の部屋に繋がっていて、そこが厨房のようになっていた。男性は厨房に

入ると麦茶の入ったグラスを２つ持って来てセンターテーブルに置い

た。

「東京にも事務所があるんです」

「はい、一度伺わせて頂きました。そこで原智明さんの語録のコピーを

頂きました」

「じゃっとな（そうですか）、で、何故わざわざ鹿児島まで来たんとか

ね？」

祐子は賢と亜希子がここに調査に来てそのまま行方不明になったこと

を説明した。そして、原智明の消滅も賢達の消滅と同じ線上で考えるこ

とができそうだと説明した。男性はやっと納得がいったという顔をし

た。

「申し遅れたが、おいは馬場と謂いもす。ところで、原智明語録の中に

感動した言葉があるんとね。それとも失踪のことだけを調べている

と？」

「わたしも感銘を受けた言葉があります。「愛を持って、死を成就でき

れば、一応生きた証になる」という言葉です。この言葉にはわたしより、

この間失踪した内観さんの方がもっと強く惹かれていました。わたしに

は、ただ何となく、この言葉を聞くと生気が漲ってくる感じがするだけ

ですが、内観さんはこの言葉から人間の生きる目的のような印象を感じ

取ったようです。そのほかにも意味深い言葉が多くあるように思いま
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す」

「じゃっとな。ほんのこち、おいも幾つかの言葉に心が揺さぶられたん

じゃが、今の言葉もじゃど、そん内の一つじゃが。おいがここで留守役

を受け持っているのも、残された時間を原智明の研究に費やしたいから

で、家におったら日常茶飯事に追われてこの肉体を保つことにのみ命を

使うことになってしまうんじゃで。誰もいないときは瞑想ができてなか

なか良か」

「もうお仕事はリタイヤされたのですか？」

「うん、去年な。わい(あんた)は若いのに何もしていないとね」

祐子は少し批判的なことを言っているのかと思ったが、馬場の話しのト

ーンはソフトでそれを感じさせない。

「わたしは、内観賢さんと藤代亜希子さん―この間失踪したふたりです

が―その人達を見つけ出すために、つい先日会社を辞めたばかりです。

このふたりはわたしたち親友グループの無二の仲間なのです。ふたりを

捜すのに自分の全てを賭けることにしたのです」

「ほう、ほんのこて殊勝なこつ。こげん真剣なら一つ面白いもん見せん

とな」

そう言うと馬場は書棚から表紙に何も書いてないＡ４サイズのファイ

ルを取り出した。そして祐子の腰掛けている隣に座った。そのファイル

をセンターテーブルの上に置いて広げると、それが写真アルバムになっ

ていることが分かった。そのアルバムには原智明の写真が貼ってあり、

それぞれの写真ごとに説明書きがあった。祐子は馬場が写真の説明をす

るときに身体を自分の方に寄せて来るのが気になったが、少し離れるよ

うにしながらアルバムを覗き込んだ。原智明は想像していたイメージと

は遠く掛け離れていた。学者肌の眼鏡を掛けた男性を想像していたが、

写真に写っている原智明は童顔の小柄な男性で、眼鏡も掛けていなかっ

た。まるで漫画に出て来るような目の大きな少年というイメージだっ

た。馬場は方言交じりの話し方を止めた。

「これが、指宿の砂を掘っている時の写真、同僚が面白がって撮ったん

だな。これが、仕事中にパソコンを操作している時の写真。こっちを見
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てごらん。これは同じ部の女性にからかわれたときの写真。彼は純情だ

ったんだな。この女性にこんな風に腿に触られて、真っ赤になったとこ

ろを同僚に撮られたんだ」

そう言いながら馬場は祐子の腿に触れた。祐子はドキッとして咄嗟に立

ち上がった。

「まあ、そんなに逃げなくても大丈夫だよ」

祐子はここが密室になっていることを初めて意識した。馬場とふたりき

りなのだ。馬場は平気な顔で、

「この次のページはもっと面白いぞ」

と言った。祐子は一旦立ち去った方がよいと思った。その時入り口のド

アが開いて、

「親父さんいるかい」

と言いながら３０歳前後の男性が入って来た。

「おや、橘さんか？随分早いな」

祐子は助かったと思ったが、今現れた男性に対しても警戒心が沸いて来

た。

「おじゃましています。初めまして、わたしは東京から来た崎野祐子と

申します」

「おや、あなた昨日フェリーに乗っていませんでしたか？あなたによく

似た人を見掛けましたが」

「はい、乗りました。実はこちらに伺ったのも、この間のフェリー上で

の失踪事件を調べるのが主な目的なのです」

「そうでしたか。申し遅れましたがわたしは橘と申します。高校の教諭

をしています。原智明さんの失踪が、今度のフェリーでの内観さんと藤

代さんの失踪と関連があるのではないかと思いまして、昨日も確認の意

味でフェリーに乗って垂水まで行ってみたのです。あなたは、内観さん

か藤代さんの知り合いですか？」

祐子は自分とふたりの関係を説明した。

「そうでしたか。それでは我々と一緒に調査をしませんか？」

「えっ？原智明さんの語録を研究しているのではないのですか？」
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「それもやりますが、我々は肝心の原智明さんを見つけ出そうと必死な

のです。今のところあまり有力な手掛りはありませんが、おふたりの失

踪との共通点を探し出そうとしています」

祐子は嬉しくなってきた。さっき馬場のとった不遜な態度が消し飛んだ

ような気がした。橘は

「崎野さんでしたね。あなたのような美しい方が、こんなむさ苦しいと

ころに馬場さんとふたりきりでいてはいけません。馬場さんに変なこと

されませんでしたか？」

馬場は少しむくれて

「おいおい、変なことを言うなよ」

と言った。しかし、それ以上反論しなかった。

「崎野さん、馬場さんは去年退職すると同時に奥さんを亡くされて、今

は少し寂しがり屋になっていますから気を付けた方がいいですよ。はっ

はっは」

橘は高笑いをした。センターテーブルに広げられているアルバムを見て

「崎野さん、写真を見ましたか？なかなか面白いでしょう。原智明さん

の一面を伺うことができます。特に彼の計算能力は普通の人間には考え

られない程凄かったんですよ。自動車の走行スピードやスーパーでバル

ク販売している山に積まれた果物の数なんかを瞬時に計算したり、数え

たりできたんですよ。よくテレビのバラエティ番組で紹介している暗算

の天才とか数の記憶の天才とか呼ばれている人たちなんて問題になり

ませんね」

「昨日わたしも、原智明さんが自転車に乗った女子生徒が自動車と衝突

するのを瞬時に予測して、わざと自転車にぶつかった話を聞きました。

ビックリしましたわ」

「そう、その話もここの研究会で一時話題になりました。警察に表彰し

てもらった方がいいなんていう話まで出ましたが、何せ誰にも分からな

いことですからそのままうやむやになってしまって」

「でも、わたしもこういう話は表彰したり、新聞に載せたりした方がい

いと思います。昔わたしが小学３年生の時、同級生で“善行賞”という
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表彰を受けた子がいました。善行賞というのは良い行いをした生徒を学

校が表彰する制度で、その子は近くにある鉄道の踏切の線路上で遊んで

いた幼児を抱き上げて安全な場所に移動させたんです。そのすぐ後、列

車が通過しました。遠くでそれを見ていた大人が、小学校に報告して表

彰されることになったんです。その時わしたち同級生は、「自分もこん

な良い行いができないか」といつも意識を善い行いに向けていたのを覚

えています。今の世の中の動きを見ていると、普通の人はたとえ目の前

で人が事故に遭うような悲惨な状況に直面しようと、「あぶないなあ」

ぐらいの感覚しか持たなくなってしまっていると思うのです。原智明さ

んの凄いところは計算能力もさることながら、瞬時に女子生徒を救う行

動に出ているところだと思うんです。表彰や新聞発表で鈍感な人の意識

を活性化できるんじゃないかと思います」

それを聞いていた馬場は

「そうだね、本当にそう思うよ」

と幾分媚びを売るように言ったが、祐子はそれを無視した。橘が

「崎野さん、あなた内観さんと藤代さんを探しておいでなのでしょう。

よろしければ、わたしたちも協力しますよ」

と言った。

「それは助かります。わたしは一人で調査を続けるつもりでいたので、

心細かったのです。皆さんのご協力が得られればどんなに心強いこと

か」

「それでは、今までのことを少しお話しします。馬場さん、崎野さんに

はどの辺まで話されましたか？」

と言いながら橘は馬場の方を向いた。

「原智明語録のことと、写真だけだよ」

馬場は心なしか気落ちしたように応えた。

「それじゃぁ、まず原智明さんの件からレビューしてみよう」

橘はそう言うと書棚から１冊のファイルを取り出した。そのファイルに

は「原智明失踪調査」とタイトルが打ってある。祐子の心は躍った。橘

が馬場と反対側のソファーに腰掛けると、祐子は回り込んで橘の隣に少
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し間隔を開けて座った。座ってから直ぐ、少し出ている膝頭が馬場の方

に向かないように足を斜めにした。ノートには原智明の性格、趣味、家

族構成、その他考えられるありとあらゆる個人情報がぎっしり書き込ま

れている。更にページを繰ってゆくと原智明の数学の能力についての記

述、次にページを繰ると自然科学に関する能力の記述、哲学に関する記

述、社会に関する記述、運動に関する記述、音楽に関する記述、詩に関

する記述、絵画に関する記述、ダンスに関する記述、人間に関する記述

と続いていた。人間に関する記述は１０ページにも及んでいた。それか

ら１ページ開けて<失踪事件追跡>とタイトルが打ってあり、「失踪前の

原智明の状態と、置かれていた環境、失踪後に起きた現象」と記載があ

った。どの項目も説明は途中までで、多くの空白が残されている。最後

に<考察>とタイトルが付いていて、何度も消して書き直した形跡が窺え

たが、「原智明は多分生存している。何かの事情があって一時身を隠し

ているのだと思われる」と記入されていた。祐子は橘に向かって聞いた。

「音楽とか絵画とか詩とかダンスとか、これは原智明さんの趣味です

か？」

「うん、どうかな。趣味と言うべきなのかな。原智明さんはそれに全力

投入していたようなんだ」

「特にダンスというのがしっくりきませんが」

「原智明さんも普通の人と同じようにいろいろなことに興味を持ってい

たんだな。旧イスラム教の教徒にスーフィーという人たちがいるのを知

っていますか？」

「ええ、名前は知っています」

「あの人たちの踊るダンスを見たり踊ったりするのが好きだったようで

す。くるくる回ったり、あるリズムで決まったパターンの踊りを繰り返

したりするダンスなんです。そうそう、原智明さんが踊っている写真が

アルバムにありますよ」

橘は広げてあるアルバムを手前に引いて向きを変え祐子の前に置くと、

３ページほど繰って１枚の写真を指さした。その写真は原智明が右手首

を上に、左手首を下に折り曲げ、両腕を広げて立っている写真だった。
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「これは回転している写真だよ。これもスーフィーのダンスの一つなん

だって」

「それにしても、よくこんなに多くの写真や資料を手に入れることが出

来ましたね」

「彼は幼い頃両親を亡くし、姉弟、親戚も無く孤児の施設で育った天涯

孤独な人で、警察が失踪と決めた後でアパートが引き払われ、所持品の

整理が行われたのです。それをここの研究会で預かることにしたので

す。ここにある資料はすべて複製です。実物は奥の収納棚に納めてあり

ます」

「そうだったんですか。道理で資料が豊富だと思いました。ところで、

詩や絵画も原智明さんの趣味なんですか？」

「これも趣味と言っていいかどうか。「詩や絵画は創造―クリエイショ

ンだけど―それを体験する為に描く」と言っていたな」

橘は祐子の顔が近付いているのを意識した。祐子の輝くような美しさが

眩しく感じられ、心が揺れた。

「崎野さん、一緒に食事に出ませんか？」

「はい、おじゃまにならなければ」

「よかった。それじゃぁ一旦外に出ましょう。ところで、馬場さんはど

うしますか？」

馬場はそれまで黙ってふたりの会話を聞いていたが、ぽつりと言った。

「儂は遠慮しとくよ。コンビニの弁当を買ってあるから」

ふたりは事務所を出て、近くのイタリアンレストランに入った。祐子は

事務所の中にいた時にはファイルにばかり気を取られ気付かなかった

が、外に出ると橘の顔立は彫りが深く、背の高い好青年だということを

知った。食事をしながら祐子は橘に直接的な質問をした。

「橘さん、高校では何を教えていらっしゃるのですか？」

「生物です。今は夏休みで、暇でね。受験第一主義の高校では一寸マイ

ナかな」

「マイナなんてことはないと思います。ところでどうして原智明さんの

研究会に入ったのですか？」
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「彼がＤＮＡについていろいろ言っているということを知ったからで、

今まで疑問に思っていたことが氷解するのではないかと思ったからな

んですよ。一人でよく山に入ったり海に行ったりして自然の生物を調べ

ているんですが、何と謂うか、人間の遺伝子の不思議はもう言葉で表現

できる範囲を超えています」

「おひとりで出掛けるのですか？」

「はい、橘は２８歳の独身であります。ただいま花嫁募集中であります」

橘は少しふざけて応えた。花嫁募集中と言う時に少し微笑んで祐子を見

つめた。祐子は橘から視線を外した。今度は橘が
そら

「崎野さんは恋人がいますか？」

と聞いた。

「はい、おります」

祐子はきっぱりと答えた。橘は祐子の目を見て微笑んだ。祐子は目を伏

せた。レストランの支払いは橘がした。レストランを出ると橘は何度も

振り返りながら祐子を駐車場まで案内し、自分の車の助手席に乗せてそ

こを出た。食事をしながらふたりはもう一度フェリーで垂水に行ってみ

ることに決めていた。垂水は原智明と賢達が失踪した時の行き先で、最

も分かりやすい共通点だ。祐子は自分一人ではどうにもならない探索

が、橘と一緒にすることでずっと進展しそうな気がした。乗用車をドッ

クに入れるとふたりは車を降りて一度船室に向かい、そのまま船室を通

り貫けて甲板に出た。甲板はそれほど広くなく、手すりの位置も低いの

で、祐子はデッキから外を眺めるのにも多少勇気が要ると思った。ここ

に賢と亜希子が立っていた。祐子の胸に賢の面影が映った。ふたりがな

ぜ履き物を脱いだのか分かったような気がした。もし雨が降っていた

ら、ここを歩くのは危険と感じたに相違ない。それなら何故雨のデッキ

に出たのか？その理由が依然としてはっきりしなかった。

「なぜ、雨の中でデッキに出たのでしょうね」

橘が言った。橘も同じことを考えていたようだ。

「週間インシデントに載っていた、「内観さんと藤代さんが心中した」

という可能性はあるのですか？」
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「いいえ、それは絶対ありません」

「凄い確信ですね」

「わたしはふたりの親友です。ふたりのことはよく知っています」

先ほど事務所で橘に説明したことを繰り返した。亜希子のことを妹と言

わずに親友と言った自分の気持ちを「少し歪んでいる」と思った。橘は

祐子の心の壁がかなり厚いと感じた。

「そうだとすると、原智明さんと内観さん達の動機を共通と仮定してみ

た場合、いずれも突然垂水に行こうとしていること、つまり誰にも垂水

に行く理由を説明していないこと、しかしいずれも垂水には着いていな

いこと、これは警察が調査したことだけど、その点が共通だということ

になるんだな。それに、原さんもどうやらフェリーに乗っていたような

んだ。というのは、垂水の北の荒崎の海岸に原さんのものと思われる靴

が片方打ち上げられているんだ。しかし、誰もそれが原さんのものだと

断言できなかったんで確証物件にできなかったんだ。原さんの会社の同

僚がどうも原さんの靴らしいと言ったことと、以前懇親会の時に撮った

写真に写っている原さんの靴に似ていたので、そうじゃないかというこ

とになったんだけどね。だから、２つの事件は同じような原因で起きた

かも知れないんだ」

祐子は驚いた。もし原も海上で消息を絶ったとすると推察の方向が絞ら

れてくる。

「だけど、鹿児島からだと垂水まではフェリーで行った方が早いし、安

いんだから、フェリーを使うのは当然と言えば当然なんだけどね。分か

らないのは内観さん達がフェリーを使った必然性なんだな。レンタカー

で空港から垂水に行くんだったら、わざわざフェリーに乗るかな」

「もしかすると、内観さん達は鹿児島から指宿までフェリーで行くつも

りだったんじゃないかしら、だけどフェリーの直行便がないので、一旦

垂水迄行ってそれから垂水から少し下って、錦江町から指宿港に行こう

とした・・・・一寸無理があるわね。頭のいい内観さんが考えることじ

ゃないわ。それなら、国道で直接指宿まで行っているはずですね」

「僕はね、多分鹿児島埠頭で誰かに垂水に行くように言われたんじゃな
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いかと思うんだ」

その言葉で祐子に考えが閃いた。

「分かったわ、きっとこうよ。内観さん達は鹿児島埠頭まで来て、指宿

への直行便が無いのを知った。それで、フェリーを使うのを止めようと

したけど、誰かに原さんがこの海の上で失踪した可能性があると聞い

た。それで、ここまで来ているのだからフェリーに乗ってみようと考え

た。一度垂水で降りてからは、さっき話したコースで指宿に向かうつも

りだった。フェリーの中で、ふたりは原さんが失踪した時の状況を考え

ようと思って甲板に出ようとした。でも雨が降っていて危険だと思った

ので、滑り易い靴を脱いでデッキに出た。そして、原智明さんと同じよ

うに失踪した。失踪そのものについては分からないけど、こう考えると

全体の辻褄が合うわ」

「なるほど、祐子さん・・・祐子さんと呼ばせてください、頭が切れる

ね。きっとそういうことだろう。しかしひとつ分からないのは、原さん

がなぜ垂水に行くと言って出たかということだ。垂水で特に際立ってい

るのは 柊原貝塚とラジュウム温泉かな。どっちも直接失踪に結び付き
くぬぎばる

そうもないけど・・・祐子さん、今日これから特に予定が無ければ柊原

貝塚に行ってみましょうか？もしかしたら失踪となんらかの関連性が

あるのかも知れないし」

「はい、是非連れて行ってください。わたしはその為にここに来ていま

すから、どんな小さな可能性も無視できません」

ふたりは海の上を見つめた。何度考えても原智明も賢達も海に落ちたと

は思えなかった。船が垂水埠頭に近付いたのでふたりはドックの車に戻

った。橘は一度柊原貝塚を訪れていたので１０分ほどで目的地に着い

た。農道を走って行くと路肩が整備されたような一角に出た。そこが柊

原貝塚だと橘が言った。しかし発掘された貝塚の跡は埋め戻されて跡形

もなくなっていて、特に管理もされておらず標柱が設けられているだけ

だった。

「貝塚はこの道路の下にあるんだ。ここからは使い道の分からない軽石

の岩偶が出土しているんだ。結構珍しいようだよ。３、４千年も前の人
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骨も出ているんだ。その人骨は犬歯が抜かれているんだって。なぜか

な？しかし貝塚と失踪が関係しているのかな」

「詳しいですね。３、４千年というと縄文時代ですか？」

「縄文の後期だね。この地域は桜島の噴火の噴塵の影響と多分ラジュウ

ムの影響があるから、貝塚で発見された生物はその保存性が良くて学術

的にも貴重なんだ。発掘された軽石の岩偶の中には３０センチ位あるも

のもあったんだ。僕はね、考古学にはあまり詳しくないけど、この地域

の人たちが自然の中でどんな形で生きてきたかに興味があってね、前に

一寸貝塚なんかを調べたことがあるんだ。犬を埋葬していたような形跡

もあったりして、縄文時代の人間の精神性は今より高かったのかも知れ

ない。これは生物学というより社会学に近いかな」

祐子は橘がどこか賢に似ていると感じたが、どうやら学際的なところだ

ろうと結論付けた。ふたりは車から降りて標柱の近辺を歩いてみた。

「ここの縄文人は船でいろいろな地域と交流していたようだよ。鹿児島

地域にはこんな貝塚がいくつかあるけど、どうやらここが中心的な役割

を果たしていたようだ」

そう言いながら、橘は一本のシオンの花を摘んで祐子に渡しながら

「こういう花も昔から咲いていたのかな。ずっと長い歴史を子孫から子

孫に命を繋いできたのかも知れないな」

と独り言のように呟いた。祐子は賢がよく、「生命は永遠に続く」と言

っていたのを思い出した。勿論賢の言っている生命の意味はちょっと違

っていると思ったが、祐子は橘に対して少なからぬ好感を覚えた。農道

から国道２２０号線の佐多街道に出ると

「ここからの海を見てみたいわ」

と祐子が言った。橘は直ぐに民家の間を抜けて海岸線に出ると、車を路

肩に停めてから祐子に言った。

「ここで降りてみましょう」

ふたりは海岸に出た。砂の上を歩く時橘が祐子の手を引こうとしたが、

祐子は遠慮して、よろけながら波打ち際まで進んだ。海には桜島が浮い

ている。こちらから見る御岳は稜線が柔らかく鹿児島から見た姿より優
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しい姿に見える。祐子は暫くじっと海を見つめていた。心の中で「あな

た、どこにいるの」と叫んでみた。賢の笑っている顔が眼前に浮かんで

きた。「あなた、戻って来て」ともう一度心で叫んだ。いつしか祐子の

目に涙が浮かんできた。橘はそんな祐子の姿をじっと見つめていた。暫

く波打ち際に佇んでいると、遠くに一艘の手漕ぎボートが見えた。「誰

かが手を振っている」と祐子は思った。何となく嬉しくなって、祐子も

応える様に手を振った。ボートが少し近づいて来るように思える。ボー

トには黄色いシャツを着た人が乗っている。ふたりがじっと見つめてい

ると、ボートは見る見る近付いて海岸から１０メートルほどのところま

で来て止まった。波の影響を全く受けず、まるで空中に浮いているかの

ように静止している。祐子は驚いた。それは海の老人だった。「なぜこ

こに海の老人が居るんだろう」と思った。海の老人が言った。

「祐子だったね。儂のことを覚えているかね」

「はい」

「君は橘君だな」

「えっ、どうして僕のことを知っているんですか？」

「君がそこにいるからだよ」

「・・・・・」

「祐子、いくらこの辺りを探しても賢や亜希子には会えないよ。勿論原

智明にもだ」

「えっ、どうしてそんなことが分かるんですか？」

「ここにも入り口があるんだ」

「なんの入り口ですか？」

橘が聞いた。

「今君に話しても、多分分からない」

「・・・・・」

祐子が必死になって言った。

「どうしたら賢くんや亜希子さんは戻って来るんでしょうか？」

それには応えずに海の老人は言った。

「君たちはいつも選択して生きている。そしてその選択の結果がすぐに
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現れるときと、暫くしてから現れるときがある。しかし、君たちの選択

はほとんどが確実なものでなく、中途半端なんだ。だから望んだ通りの

結果にならない。祐子、同調するためには９５パーセントではだめだ。

時間が掛かり過ぎる。それから橘君、君は見えないものの中に真実が隠

れていることに早く気付くことだ」

そう言うと、海の老人は櫓を漕いだ。２、３漕ぎすると、あっという間

に沖に見えなくなった。ふたりは暫く呆然としていた。

「祐子さん、あの人は誰ですか？」

「わたしも、あの方がどなたか知りません。でも、時々わたしたちの前

に現れるんです。わたしはこれで３度目です。いつも意味深いことを教

えてくださいます。内観さんが「まるで月光仮面のような人だ」と言っ

ていました」

「月光仮面？」

「昔の映画のヒーローです。「疾風のように現れて、疾風のように去っ
はや て

てゆく」って映画の主題歌の中にあったようですよ」

「確かに、どうしてあんなに素早く船を漕げるのかと不思議だな。それ

に、どうして僕のこと知っているのかな。「見えないものの中に真実が

隠れていることに早く気付くことだ」って言っていたけど、ゲノムの挙

動を見ているとそんな感じを覚えるんですよ」

「わたしは、同調という言葉と９５％ということがよく分からなかった
．． ．．．

んです」

「祐子さん、もしかして、内観さんのことを好きなんじゃないですか？

あの老人は「９５％好きじゃだめだ」って言っていたように思えたけど」

「はい、実は・・・・わたしたちは親友以上なのです。本当はこのこと

は口にしてはいけないことになっているんです。橘さん、誰にも言わな

いでくださいね。わたしは、もし彼が戻って来なかったら彼の後を追い

ます」

「そうじゃないかと思いました。でも、藤代亜希子さんとはどういう関

係ですか？」

「彼女も多分内観さんを慕っていると思います。彼は優しいから・・・
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・それに・・・」

祐子は目に涙が溢れ出るのを覚えた。

「・・・・内観さんが以前、亜希子さんの命を救ったことがあるのです」

祐子は賢を思い出した。もう頭が賢のことで一杯になってきた。祐子は

橘の前にも拘わらず啜り上げて泣いた。橘がハンカチを渡そうとした

が、祐子は首を振り手の甲で涙を拭った。

ホテルに向かう車の中で祐子は、

「できたら明日もう一度研究会に伺って、そこで今日の続きのお話を伺

いたいですが」

と言った。橘は承知した。そして、

「研究会にはいろいろな人が集まっています。純粋な人ばかりじゃない

から気を付けて」

と付け加えた。祐子は馬場のことを言っているのだと思った。翌日は午

前１０時に事務所で会うことにした。それ以前に行くとまた馬場とふた

りきりになると思い、今朝の不遜な行動が思い起こされてその記憶を振

り払うように首を振った。

ホテルに着くと橘は祐子を降ろし、霧島の自分の住まいに戻ると言って

左手を挙げて会釈し、ゆっくり走り去った。祐子はすぐにホテルのチェ

ックインを済ませた。

ふと、エントランスに目をやると、扉から少し入ったところでこちらを

凝視している男の視線と出会った。祐子は「おやっ」と思った。沙織の

兄だった。しかし、まだ４時半だ。沙織と会う約束は６時のはずだ。祐

子が振り向くと、沙織の兄はちょこっと頭を下げて逃げるようにエント

ランスから出て行った。祐子はしっくりしない感覚を覚えた。部屋は普

通の旅館の造りになっていたが少し狭く感じた。窓からは海を一望の下

に望むことができて、桜島が彼方に見える。山々の峰に繋がり、海の中

にある島とは思えない。先ほど近くに見た桜島を遠方から眺めると、空

間の作り出す時間的隔たりに不思議な安心感を覚えた。祐子はすぐにシ

ャワーを浴びて衣服を着替えた。それから座卓の上に２冊のノートを広

げた。１冊は原智明語録、もう１冊は失踪事件調査ノートだ。その第７
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のケースのページを開き、今日明らかになった内容をまとめ始めた。

<事件の概要>欄には既に失踪の日付と「鹿児島市内の池永光学株式会社

に勤務していた原智明が会社の事務所でパソコンを操作して何かの計

算式を作成していたが、突然「できた」と言ってパソコンの電源を切り、

「垂水に行く」と告げて会社を出たきりそのまま失踪した」という説明

文が書いてある。祐子は次の<調査項目>の内、

１．人間関係 の欄に次のように書き足した。

「幼い頃両親を亡くし、孤児の施設で育つ。天才的なタイプのため、友

人ができにくかった。施設を卒業後奨学金を得て大学に進学し現在の会

社に就職した。あまり目立たない性格のためそこでも友人は少なかった

が、敵対する人は全く無い。次第に多くの人の尊敬を集めるようになる

一方、会社では奇異な存在とも見られている」

祐子は自分と同じような孤独な人なのだと思った。

２．地域情報 ここには既に霧島の高千穂地域のことと桜島のことが書

かれている。

３．周囲環境情報 の欄に

「亜熱帯の地域。桜島の噴塵の影響で、貝塚などの遺跡から原形が良く

保存された発掘品が発見されるようなカルシウムの多い土地。桜島は地

元では御岳と呼ばれ、畏怖の対象になっている」と記入した。

４．エントロピー この欄は祐子にはよく分からなかったが、多分複雑

さの度合いだと考え、

「穏やかな雰囲気の地域。東京のような煩雑さは見られない。その中で

も特に原智明は物事の原理を知っていて、単純な原点に回帰する方向に

あったと思える」と書き込んだ。

５．物質的側面 は

「物証的なものとしては、原智明のものと思われる右靴（未確認）が垂

水の海岸で発見されている」と書いた。

６．精神的側面 の欄には

既に「原智明は高い精神性を有する。常人を超えた真理を会得している

ものと思われる」と書いてある。祐子はそこに「スーフィーのダンスと
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詩や唄を好む」と加筆した。

それ以降は ７．時間的側面、８．空間的側面、９．意識的側面 と続

くが、祐子は

８．空間的側面 の項目に

「この空間を探しても原智明は発見できない。（海の老人談）」と書き込

んだ。

１０．判断 として「原智明は生存している模様」と記入した。

<考察＞ は

賢が既に「この事件がすべての問題を解決する鍵を有しているように思

える」と記入してある。祐子はそこに「祐子、橘：２０ＸＸ年Ｘ月ｘｘ

日、海の老人と遭遇」と追記した。

そしてページを繰ると第１１のケースの「賢と亜希子の鹿児島での失

踪」のページを広げた。

先ず、最後の１０．判断の欄に「賢と亜希子は生存している」と書き込

んでから、<事件の概要>欄に戻り、

「賢と亜希子が、２０ XX年Ｘ月 XX日午後５時頃原智明さんの失踪事

件調査のため鹿児島に旅行した。鹿児島埠頭から垂水に向かうフェリー

の中で二人は失踪した」と書いた。

次の<調査項目>は、

１．人間関係 の欄に次のように書いた。

「賢は人間的に非常に優れた理想的な男性。多くの人が彼に惹かれてい

る。両親はアメリカに在住。亜希子は純粋な女性。その純粋さ故あまり

友人がいない。家庭は裕福で父親は東領製作所の社長。礼儀作法は完璧」

２．地域情報 と３．周囲環境情報 には第７のケースと同様と書いた。

４．エントロピーの欄には

「賢、亜希子ともエントロピーの拡大は無いと思われる。むしろ縮小し

ている」と書き込んだ。

５．物質的側面

「物証的なものとしては、鹿児島湾の桜島付近の海上で二人のものと思

われる麦わら帽子が発見され、二人の乗ったフェリー上で二人の履き物
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が発見されている」と書き、

６．精神的側面 の欄には

「賢は高い精神性を有する。常人を超えた真理を会得しているものと思

われる」と書いて、祐子はこれが原智明の説明と同じだと思い、賢が如

何に秀でているかを思い起こして自ずから微笑んだ。祐子はそこに「亜

希子は苦しむ人を救いたいという願望があり、高い精神性を有する」と

書き足した。

７．時間的側面 の欄には

「指宿に宿泊する予定であったが、わざわざフェリーで垂水に向かった

ことが時間効率の点からも不可解。原智明の事件を検証する為の行動と

考えると理解できる」と書いた。

８．空間的側面 には

「賢と亜希子は別の時空間に移動しているのか？」と書いた。

９．意識的側面 では

「意識の力」と書き掛けてふと、「もしかしたら何らかの意識の力で時

空間を移動してしまったのだろうか？」と考えた。祐子はビアガーデン

・ヘラクレスに行った日に、賢が数馬に対して「これまでの調査結果か

ら、既に調べた３人が何れも現実の世界とは異なった時空間に移動して

しまったようだ」と言い、「その空間から引き戻す為には、こちら側の

ものとあちら側のものが相互に強い意志で相手を呼び求めることが必

要なようだ」と話していたのを思い出した。その時は意志という言葉が
．．

記憶に焼き付いただけだったが、今考えるとこれが賢達を引き戻す鍵か

も知れないと思った。祐子は

１０．判断 の欄にはさっき「賢と亜希子は生存している」と書いたこ

とを思い出し、その文章の前に引き出し記号を書き込んで「絶対」と付

け加えた。

「（絶対）～ 賢と亜希子は生存している」

祐子は満足げに頷いた。

<考察＞の欄に

「祐子：２０ＸＸ年Ｘ月ｘｘ日、海の老人から１００％の愛の必要性を
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教わった」と自分の気持ちを書き込んだ。

祐子はノートを閉じて目を瞑った。「賢の意識は必ず自分に向いている

はずだ」という確信が一層強くなるのを覚えた。賢の優しさを思い、賢

の強い腕に抱かれている自分を思い起こした。感情が高まってきた。ふ

たりが一つになった時の意識に戻ろうとした。それは不思議な体験だっ

た。目の前に広い海が広がった。海は波が無く凪いで、遠くの金色に輝

く太陽の光を映して煌めいている。空には月が出ていてその白い影が太
きら

陽の輝きを一層強めている。祐子は思考を止めた。金色の太陽が次第に

大きくなって来て海に溶け込もうとした。その時、光が輝いて突然賢の

姿が目の前に浮かんだ。祐子は目を開けた。

「あなた！」

祐子は呼んだ。窓のそばに賢が立っている。旅行に出たときの服装を身

に着けていた。祐子は賢が出掛けた時の服装は知らないが、少なくとも

そう感じた。賢一人だった。祐子は立ち上がり、賢のところに駆け寄ろ

うとした。祐子が立ち上がったとき、突然賢は消えた。祐子は目を擦っ

てみたがやはり賢の姿は無かった。気の所為かと思った。しかし賢の姿

はあまりにもリアルだった。祐子は大きく息を吐いた。涙が頬を伝って
つ

落ちた。急に疲労感が襲ってきた。祐子はがっくり膝を落して座るとも

う一冊のノートを手にして「明日はこっちだな」と思った。

祐子はロビーのソファーに座っていた。沙織が６時丁度にエントランス

から入って来た。

「祐子、待った？」

「うん、わたし４時半にチェックインしたのよ。だけど、今日のまとめ

をしていたから、さっきここに降りて来たばかりよ。ねえ、お兄さんも

ここに来ているみたいよ」

「えっ！そんなことないと思うけど。気の所為じゃない？」

「ううん、確かよ。こっちを見て頭を下げていたもの」

「変ね、帰ったら聞いてみるわ。ところで、今日はどうだった？」

「おかげでだいぶ進展したわ。どうやら原智明さんも賢くんや亜希子さ

んも、別の時空間に移ってしまっているようなのよ」
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「別の時空間？それって、ＳＦ小説みたいね」

「うん、なんか不思議な感じだけど、一寸ホントっぽいのよ。だって、

今調べている８つの失踪事件はどれも解決していないけど、失踪した人

が死んだって報告がないでしょう。どこか別の場所にいるのよ」

「別の場所ね。そこが理解できないところよ」

「沙織、食事まだでしょ。一緒に食べよ」

「うん。だけど、祐子は旅館の食事があるんじゃない？」

「大丈夫よ、ここは夕食がレストランのバイキングになっているから、

申し込めば外の客もある程度は受け入れるみたいよ」

「ふぅん、わたしも一度この江陽館に泊まってみたかったから、今日は

下見ということにするか。ここのお風呂からの眺めは格別らしいわ」

バイキングのレストランは最上階の一つ下の階にあった。窓はガラス張

りで、夕暮れになってちらほら灯り始めた灯が鹿児島湾の水面に映り、

正面に見える桜島と背景の黒く佇んだ山影を陰鬱な暗さから救ってい

る。このホテルに泊まる大勢の客を乗せたフェリーが光の尾を引いて埠

頭に近づいて来ていた。ふたりは窓際のテーブルを確保して、いろいろ

な料理を集めて来た。沙織は食欲が旺盛と見えて、大皿２枚に一杯の料

理を盛り付けている。１枚が和食、もう一枚が洋食と決めているようだ

った。それ以外にデザートの皿にもケーキとフルーツを載せて来た。祐

子は大皿１枚にサラダとハム、スパゲティを盛り付けた。

「ねえ沙織、ビールでも飲んじゃおうか？」

「うん、グッドよ」

沙織は上機嫌だ。ふたりはビールで乾杯した。

「ところで祐子、内観さんが亜希子さんと一緒で心配でしょ？」

「ぜぇんぜん」

「うっそぉ！」

「本当はね、ちょっと」

「だけど、別の時空間ってどこにあるのかな。空の上かな？海の中だっ

たりして。もしかするとそうかも知れないわよ。だって３人とも海で・

・・」
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「さぁ・・・・だけど山で失踪した人もいるのよ。自宅の前とか」

「それじゃぁ、やっぱり雲の上かな。まるで竹取物語のお姫様ね」

「沙織、そんなに食べて大丈夫？」

「大丈夫よ。だって、おいしいんだもの。本当はね、先週までダイエッ

トしてたのよ。今は中間休み」

「それじゃぁ、痩せられっこないわよ。わたしを見てよ、このスタイル」

「祐子は確かにスタイルいいわ。男の人の視線が気になるでしょ」

「うん、時々。だけど自分の身体の線をじろじろ見られるのはいい気持

ちがしないわね」

「相手がイケメンなら、いいじゃない」

「やっぱ、嫌よ。何か下心がありそうで」

「家の兄貴なんかも、祐子のことが気になるみたいだったわね。あっ、

そうだ、兄貴のやつ祐子の後を追跡ていたのかもね。大体外に出るのを
つ け

疎んじている癖にこんなところに現れるのは可笑しいもの」

「沙織、よく言っといてね。わたしは誰かが予約済だって」

「はっはっは」

沙織が大声で笑ったので周りのテーブルの客が一斉に沙織を見た。沙織

は顔を赤らめて目を伏せた。食事を終えるとふたりは祐子の部屋に向か

った。廊下を歩いている途中で祐子のスマホが鳴った。藤代登紀子から

だった。

「祐子さん、わたくしよ。無事に着いたの？元気かしら？連絡無いから

心配していたのよ」

「もしもし、おかあさま。ごめんなさい。いまホテルの部屋に戻るとこ

ろです」

祐子は部屋の鍵を開けると、沙織を中に誘導しながら話を続けた。沙織

は部屋に入ると窓際に進んで外の景色を眺めた。祐子は扉を閉めた。

「初めの日は指宿に泊まりました。亜希子さん達が泊まる予定だったホ

テルです。そして、昨日は大学の時の友達の家に泊めてもらいました。

今その友達と一緒にいるんです。今日は亜希子さん達が向かった垂水に

あるホテル江陽館に泊まります。調べていて、少しずつ原因究明の糸口
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が見えてきたように感じます」

「そう、それは良かったわ。亜希子は見つかりそうかしら」

「まだ何とも言えませんが、今までのものの見方を変えないとだめなよ

うです。わたしだけではとても無理な気がします」

「何かお手伝いすることはあるかしら」

「そうですね・・・・そう、亜希子さんがとっても大切にしていたり、

いつも身に付けていたりしたものはないですか？それか、いつも亜希子

さんの心にある思い出のようなものでもいいのですが」

「それが何か役に立つの？あの子は、あまり物に執着は無かったのです

よ。あえて言えばわたくしたちかしら、いつもわたくしたちのことを心

配してくれていました・・・・・」

祐子には、藤代登紀子が言葉に詰まったのが分かった。

「わたくし明日そちらのホテルに行きますわ。祐子さん、ホテルの部屋

を予約してくださいません？あなたも一緒のお部屋に泊まりましょう」

「はい、では少し広めの部屋を予約します」

「ええ、そうして頂けるかしら。スイートルームがあればそれをお願い

ね」

電話を切って祐子は沙織に明日藤代登紀子が来ることを話した。沙織は

それを聞いて言った。

「流石お金持ちね、スイートルームなんて、わたしなんか一生泊まれそ

うもないわ」

「だめよ、そう思っているとそうなっちゃうわよ。それにこのホテルに

はスイートルームなんて無いと思うわ」

祐子は沙織に今日の話をした。そして、明日橘と原智明語録の話をする

約束だと言った。沙織は自分も一寸顔を出すかも知れないと言った。８

時を１０分ほど回ったとき沙織が帰ると言った。祐子はホテルの送迎バ

スで垂水埠頭まで沙織を送った。沙織を見送ってから送迎バスに戻る

と、フェリーから降りた客で一杯だった。祐子はやっと１席確保した。

送迎バスは直ぐに出発した。江陽館に着くと祐子は急いでチェックイン

カウンターに向かい、部屋と人数の予約変更を頼んだ。やはり多人数向
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けの２０畳の部屋しか無かった。祐子は一応極上コースというコースを

頼んだ。部屋に戻ろうとしたとき、ロビーのソファーに沙織の兄が座っ

ているのに気付いた。祐子は一瞬ドキッとした。再び不安に似た心地の

良くない感覚に襲われたが軽く頭を下げた。沙織の兄は祐子の方に近づ

いて来て言った。

「あの、祐子さん、一寸話したくて」

「お世話になりました、ご両親にお礼を申し上げてください」

祐子は意識して丁寧な言葉を使った。

「一寸いいですか？」

「はい」

そう言うと、祐子は沙織の兄が座っていたソファーの反対側の一人掛け

の椅子に腰掛けた。

「あの・・・妹が・・・お世話になります」

「こちらこそお世話になっております」

沙織の兄は口下手のようだった。

「あの・・・・僕、あの、付き合って・・・も、もらえませんか？」

「えっ！申し訳ありません。お付き合いはできません」

「ど、どうしてですか？ぼ、ぼくが嫌いですか？」

「わたしには結婚相手がおります」

「でも、ま、まだ結婚するって決まった・・・訳じゃないでしょう。そ、

それは一体誰ですか？」

「それは答えられません。すみません、では夜も遅いので失礼致します」

沙織の兄は

「あ、あの・・・」

と言っていたが、祐子は席を立ち振り向かずに部屋に向かった。部屋に

戻ると、少し間を置いてから浴衣に着替え大浴場に出掛けた。祐子は「も

う、どんなことに対しても怖じけることはない」と自分に言い聞かせて

いた。浴室の入り口の所にまた沙織の兄が立っていた。祐子はびくっと

した。沙織の兄は祐子の方に向かって歩いて来た。祐子は無視してその

まま大浴場の暖簾を潜ると、脱衣所の引き戸を開いて中に入りきちんと
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引き戸を閉めた。脱衣所には入り口の近くに一人、奥に二人の女性がい

て、浴衣を脱いでいた。浴場の入り口付近にも二人、湯から上がって来

てタオルで身体を拭っている。その時入り口に近いところで浴衣を脱い

でいた女性が「きゃー」と悲鳴を上げた。引き戸を開けて沙織の兄が入

って来たのだ。奥で浴衣を脱ぎ掛けていた二人の中年女性はすぐに浴衣

を着直すと、「誰かー」と大袈裟に悲鳴を上げた。沙織の兄は構わずど

んどん入って来て、祐子が呆気にとられて立っている一番奥の隅まで迫

った。悲鳴を聞きつけたのか、頑強そうな係の女性が清掃用のモップを

手にして浴場から出て来ると、沙織の兄に向かって甲高い声で怒鳴っ

た。

「すぐに外に出てください」

沙織の兄はそれを無視して祐子の浴衣の袖口を掴もうとした。祐子は

「止めてください」

と大きな声で叫んだ。係の女性はモップを逆に持ち替えて、柄の先で沙

織の兄の頭を３度ほど打った。沙織の兄は「きっ」となって

「なにすんだよ」

と係の女性に掴み掛かろうとした。その時、暖簾を分けて３人の旅館の

法被を着た男性が駆け込んで来て沙織の兄を取り押さえた。係の女性が
はつ ぴ

「皆さん、もう大丈夫です。お騒がせ致しました」

と大きな声で言った。沙織の兄は男達の手を払おうともがいていた。浴

室の中から３人の中年の女性が裸の前をタオルで隠しながら、興味深そ

うに覗き込んでいた。祐子はさっさと浴衣を脱ぐと、覗き込んでいる女

性達の間を縫って浴室に入った。後から３人の女性が恐る恐る祐子の後

に附いて入って来た。祐子は掛け湯を浴びてから湯船に身体を沈めた。

「あの人、狂ってる」

後で沙織に連絡しようと思った。湯質は硫黄をあまり含まないさらっと

した感じだった。ラジュウムが多く含まれていると聞いていたので、一

寸拍子抜けした。橘が言っていたことを思い出した。「弱い放射線は身

体にいい、強い放射線はＤＮＡの鎖を断ち切って肉体に異常を起こす」

ここのラジュウム温泉は日本でも強い方だと聞くが、どの程度だろうな
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どと考えた。きっと身体にいいんだろうと結論付けて思考を切り替え

た。何となく身体によい作用が働いているような気がしてきた。

「わたしはもっといいスタイルになるんだわ。肌がすべすべになって、

あのひともっと興奮しちゃうわ」

祐子は一人で微笑んだ。そして、そんな考えを恥ずかしいと思った。次

の瞬間、さっき消えてしまった賢の姿を思い出した。「本当に現れたの

よ。きっと何かがいけなかったんだわ。だからまた消えてしまったのよ」

と思った。現れたり消えたりするその不安定さに不安を覚えた。祐子は

その不安を振り払い海の老人の言葉を思い返した。何が１００％なのだ

ろうかと思った。それは橘の言った愛の深さというようなものではなさ
．．．．

そうに思えた。同調というのは何だろうかと思った。そして、賢が数馬
．．

に話した言葉―「失踪した者が持つ意識がこの世界から求める者の意識

と合致すれば生還できるはずだ」―その言葉の持つ意味を考えた。

「私は１００パーセントあの人のことに意識を集中していたわ。もしか

したらあの人が１００パーセントじゃなかったんじゃないかしら。で

も、あの人が私を愛しているのは間違いないし。私の方にだけ向いてい

たんじゃないとすると・・・・」

祐子はハッとした。

「亜希子だ」

と思った。消えた時も亜希子と一緒だった。

「そうだ、賢くんだけじゃだめなんだ。亜希子さんも一緒に戻らないと、

きっとこの世界に復帰できないんだ」

と思った。

祐子は風呂から上がって暫くして沙織に電話を掛けた。話しにくいこと

だったが、思い切って沙織の兄のことを話した。暫く沈黙があって、沙

織が言った。

「兄貴ったら困ったわね。迷惑掛けてごめんね」

電話を置いて布団の上に身を投げると、祐子はそのまま深い眠りに落ち

た。毛布を丸めて抱きしめて賢を思いながら寝た。フロントからの電話

で起こされて朝食も８時半過ぎに摂った。９時を少し過ぎてから、２冊
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のノートを無理矢理詰め込んだハンドバッグ一つで身軽にホテルを出

た。部屋替えのためトラベルバッグは鍵と一緒にフロントに預けた。登

紀子は午後の便で来ることになっている。祐子は空港に迎えに行くつも

りだ。


